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1 Smart Viewのインストールと構成にようこそ


このヘルプには、次の主題に関するトピックが含まれます。

	
Oracle Smart View for Officeのインストール


	
拡張機能の管理


	
XMLファイルでの共有接続の構成


	
ヘルプのローカル・インストールの構成


	
トラブルシューティングのヒント


	
制約事項




このヘルプで情報を見つけるには、左フレームの「目次」または「検索」をクリックしてください。








2 Smart Viewのインストール


Oracle Smart View for Officeのリリース11.1.2.5以降では、Microsoft Officeの64ビットおよび32ビット・バージョン用に1つのインストーラが使用されます。

Smart Viewのインストールに関する最新の情報は、Oracle Smart View for Office Readmeに記載されています。Smart Viewをインストールする前に、readmeの情報とあわせて、この章をよくお読みください。

Oracle Enterprise Performance Management System製品のインストールに関する最新情報は、Oracle Enterprise Performance Management Systemインストールおよび構成Readmeに記載されています。EPM System製品をインストールする前に、この情報をよくお読みください。








インストール・ガイドライン



Oracle Smart View for Officeクライアントをインストールする際は、この項のガイドラインを考慮してください。










インストーラの言語



インストーラは、Windowsの「コントロール パネル」の「地域と言語」ダイアログ・ボックスの「形式」フィールドで設定された言語で、自動的に表示されます。

ただし、(画面上とログ・ファイルの)一部のメッセージは翻訳できないため、英語で表示されます。

言語設定の詳細は、Windows、OfficeおよびSmart Viewのロケール設定を参照してください。










インストールとWindowsのアクセス制御設定



リリース11.1.2.5.400以降、システム・ユーザーまたは非管理ユーザーとしてOracle Smart View for Officeをインストールできます。

Windowsのユーザー アクセス制御(UAC)設定がSmart Viewインストールに影響する可能性があります。UACの設定の詳細は、Microsoft Windowsのドキュメントを参照してください。

また、インストールの問題については、Oracle Smart View for Office Readmeの既知の問題のインストールに関するトピックを参照してください。


表2-1 システム、管理および非管理ユーザーのためのインストール・ガイドライン

	インストール・コンテキスト	シナリオ	UAC対応	結果
	システム・ユーザー	SmartView.exeはWindowsスケジューラまたはPsExecによって起動されます	該当せず	Smart Viewはマシン・レベルでインストールされます
	管理者	ユーザーは、「管理者として実行」コマンドを使用して、または昇格されたコマンド・プロンプトから、SmartView.exeを実行します。	UACレベルに応じて、ユーザーはUAC UIシーケンスの実行が必要になる場合があります	Smart Viewはマシン・レベルでインストールされます
	非管理ユーザー	Smart Viewをインストールするユーザーは管理者グループのメンバーである場合と、メンバーでない場合があります。

注意:

Windows 8、Windows 10またはWindowsサーバーのプラットフォームではサポートされていません。



	UACのインタラクションは想定されていません	Smart Viewは現在のユーザーのレベルでインストールされます。他のユーザーはSmart Viewを実行できません





注意:

	
あるユーザーがSmart Viewをインストールしてから、同じマシンで他のユーザーが前回のインストールと同じ場所にSmart Viewをインストールするシナリオはサポートされていません。


	
非管理インストールの後、Internet ExplorerからSmart ViewコンテンツのあるOfficeアプリケーションを起動すると、保護モードで失敗します。


	
混合インストール・コンテキストでのアップグレードはサポートされていません。たとえば、以前インストールされた、マシンごとのインストールをユーザーごとにアップグレードすることはサポートされていません(エラー1925)。


	
非管理ユーザーのサイレント・インストールはサポートされていません。サイレント・インストールを試みると、非管理ユーザーの/sフラグは無視され、Smart View製品のインストーラが起動します。


	
非管理ユーザーには、C:\Program FilesまたはC:\Program Files (x86)フォルダにSmart Viewをインストールする権限がありません。













Microsoft .NET Frameworkサポート



Oracle Smart View for Officeリリース11.1.2.5.600以降をインストールして使用するには、Microsoft .NET Framework 4.5以降が必要です。










インストーラでのBiDiのサポート



Oracle Smart View for Officeインストーラでは、双方向(BiDi)言語が完全にはサポートされていません。このために、テキストやアイコンの配置が正しくないといったフォーマット・エラーがインストーラの画面で発生することがあります。しかし、インストーラは使用可能であり、インストールされたSmart View製品ではBiDi言語が正しく表示されます。










Planningオフラインのサポート



Planningオフラインは、64ビットのオペレーティング・システムではサポートされますが、64ビットのOracle Smart View for Officeインストールではサポートされません。PlanningオフラインをSmart Viewと組み合せて使用する場合、32ビット・バージョンのMicrosoft Officeをインストールする必要があります。


注意:

Planningオフラインは、オンプレミスでOracle Hyperion Planningとともに使用することのみがサポートされています。Planning OfflineをOracle Planning and Budgeting Cloudとともに使用することはサポートされていません。












My Oracle SupportまたはOracle Technology Networkからのインストール



Oracle Smart View for OfficeをMy Oracle Support (MOS)またはOracle Technology Network (OTN)から直接インストールするには、次のようにします。




	始める前に、次の作業を行います。

	
以前のSmart Viewリリースからこのリリースにアップグレードする場合は、まず以前のリリースをアンインストールしてから、このリリースをインストールすることをお薦めします。


	
Smart ViewをインストールするコンピュータにMicrosoft .NET Framework 4.5以降がインストールされていることを確認します。

Smart Viewをインストールして使用するには、Microsoft .NET Framework 4.5以降が必要です。







	すべてのMicrosoft Officeアプリケーションを閉じます。
	Smart ViewのzipファイルをMOSまたはOTNからダウンロードします。

	
MOSからの場合:

https://support.oracle.com/oip/faces/secure/km/DocumentDisplay.jspx?id=1923582.1

このナレッジ記事には、Smart Viewの現在のバージョンへのリンクが記載されています。


	
OTNからの場合:

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/smart-view-for-office/overview/index.html

ダウンロードする前に、Smart Viewダウンロード・ページからアクセス可能なOTN License Agreementを確認して、使用条件を遵守するようにしてください。







	ファイルを一時的な場所に解凍します。
	SmartView.exeをダブルクリックして、インストール・ウィザードを開始します。
	Smart Viewの宛先フォルダを選択し、「OK」をクリックします。

新規インストールの場合、Smart Viewはデフォルトで次の場所にインストールされます。


C:\Oracle\SmartView


Smart Viewの既存のインストールをアップグレードする場合、インストーラによるデフォルト設定はSmart Viewが以前にインストールされたフォルダになります。




	インストールが完了したら、「OK」をクリックします。

次にMicrosoft Excel、PowerPointまたはWordを開いたときに、Smart Viewのリボンが表示されます。













EPM Systemでの自動配置によるインストール



これらの手順は、Oracle Smart View for Office 11.1.2.1.x以降からアップグレードする場合にのみ対応します。Smart View 11.1.2.0.x以前からアップグレードする場合は、該当リリースのドキュメントに記載されている自動配置の手順を使用してください。










サーバーの設定



Oracle Smart View for Officeの自動配置のためにサーバー環境を設定するには、次のようにします。




	データ・プロバイダの自動配置を次のように有効にします。

	
Oracle Essbase: 次の方法から選択します:

	
管理サービス・コンソールを使用します(使用可能な場合)。

	
プロバイダ・サーバーに接続し、「編集」、「プロパティ」、「クライアントのデプロイメント」の順に選択します。


	
「Smart Viewクライアントにアップグレードを強制」または「Smart Viewクライアントにアップグレードを警告」を選択します。


	
「Smart Viewクライアントをアップグレードに適用」チェックボックスを選択して、「適用」をクリックします。





	
essbase.propertiesを次のように更新します:

	
EPM_ORACLE_INSTANCE\bin\essbase.propertiesに移動します。


	
次のプロパティの一方または両方をtrueに設定します:


smartview.webservice.autodeploy.force=true
smartview.webservice.autodeploy.warn=true








	
Oracle Hyperion Planning:

	
「管理」、「プロパティの管理」、「システム・プロパティ」の順に選択します。


	
次のプロパティを設定します。


SMART_VIEW_FORCE_INSTALL=true
SMART_VIEW_DISPLAY_WARNING=true





	
Oracle Hyperion Financial Management: Financial ManagementのWeb Server Configuration Utility for Smart Viewで、「クライアントにアップグレードを常に強制」を選択します。


	
Oracle Hyperion Reporting and Analysis: 自動配置は自動的に行われます。







	現在のSmartView.exeとversion.xmlのバックアップ・コピーを作成してから、置き換えるファイルを配置します。
	My Oracle SupportまたはOracle Technology Networkからのインストールの説明に従って、OTNまたはMOSからSmart Viewのzipファイルをダウンロードします。
	ダウンロードしたファイルを一時的な場所に解凍します。
	SmartView.exeおよびversion.xmlを、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceインストールの場所にコピーします。通常は次の場所になります。


C:\Oracle\Middleware\EPMSystem11R1\common\epmstatic\wspace\SmartView


これはSmart View固有のepmstaticの場所です。




	ユーザーのアップグレード元のSmart Viewのバージョンに応じて、オプションAまたはオプションBのいずれかを実行します。

	
オプションA (11.1.2.1.x、11.1.2.2.xまたは11.1.2.3.xからのアップグレード)

ユーザーが11.1.2.1.x、11.1.2.2.xまたは11.1.2.3.xのインストール済Smart Viewバージョンからアップグレードする場合は、Smart View固有のepmstaticの場所内のversion.xmlファイルを開き(手順5を参照)、Smart View実行可能ファイル(手順5)の場所を示すようにinstallFileタグの値を次のように編集します。


<installFile>
     /epmstatic/wspace/SmartView/SmartView.exe
</installFile>


	
オプションB (11.1.2.5.000以上からのアップグレード)

ユーザーが11.1.2.5.000以上のインストール済Smart Viewバージョンからアップグレードする場合は、次のオプションを1つだけ選択して説明されているタスクを実行します。

	
OTNオプション

Smart View固有のepmstaticの場所内のversion.xmlファイル(手順5)を変更しないでください。

ユーザーには自動的にOTNのSmart Viewページが示されます。ここでは、インストールzipファイルを使用マシンにダウンロードし、コンテンツを解凍し、インストーラを実行することができます。


	
"epmstatic"オプション

Smart View固有のepmstaticの場所内のversion.xmlファイルを開き(手順5を参照)、Smart View実行可能ファイル(手順5)の場所を示すようにinstallFileタグの値を次のように編集します。


<installFile>
     /epmstatic/wspace/SmartView/SmartView.exe
</installFile>


	
Webアプリケーション・サーバー・オプション

SmartView.exeファイルをユーザー環境のWebアプリケーション・サーバーにポストしてから、完全修飾URLを示すようにversion.xmlファイルを変更します。

	
SmartView.exeのみを、ファイルをホスティングするWebアプリケーション・サーバーにコピーします。


	
Smart View固有のepmstaticの場所内のversion.xmlファイルを開き(手順5を参照)、Smart View実行可能ファイル(手順aを参照)をホスティングする完全修飾URLを示すようにinstallFileタグの値を次のように編集します。


<installFile>
     http://webServerHost:webServerPort/pathToSmartViewExe/SmartView.exe
</installFile>
















これでSmart Viewユーザーはクライアントのインストールに進むことができます。










クライアントのインストール



前の項のサーバーの設定で、オプションBのOTNオプションを選択すると、ユーザーにはOracle Smart View for OfficeダウンロードのためにOTNが表示されます。この場合、ユーザーはMy Oracle SupportまたはOracle Technology NetworkからのインストールのOTNダウンロードおよびインストールの指示に従う必要があります。

オプションBでepmstaticオプションまたはWebアプリケーション・サーバー・オプションを選択しなかった場合は、次の手順を完了します。





Smart Viewクライアントをインストールするには、次のようにします。




	Smart Viewでパネルを選択します。
	次のいずれかの方法でデータソースに接続します:

	
共有接続を介して:


	
次のURLでプライベート接続を介して:

	
Oracle Essbase: http://<server>:19000/aps/SmartView


	
Oracle Hyperion Planning: http://<server>:19000/HyperionPlanning/SmartView


	
Oracle Hyperion Financial Management: http://<server>:19000/hfmofficeprovider/hfmofficeprovider.aspx


	
Oracle Hyperion Reporting and Analysis: http://<server>:19000/raframework/browse/listxml


注意:

Reporting and Analysisリリース11.1.2.1.000以前を使用している場合、Smart Viewの自動配置は機能しません(10233672、12870087)。












	Smart Viewクライアントの新規バージョンが使用可能ですというメッセージが表示されたらここをクリックしてインストールしてくださいを選択します。
	起動したInternet Explorerブラウザで、「ファイルのダウンロード」で「実行」を選択します。


注意:

Firefoxがデフォルト・ブラウザの場合でも、Internet Explorerが起動します。






	Microsoft Excelのセキュリティ警告が表示されたら、「実行」を選択します。
	プロンプトが表示されたら、アップグレードを確認して「はい」をクリックします。
	インストール・ウィザードが表示されます。「OK」をクリックします。

インストーラは、Windowsの「コントロール パネル」の「地域と言語」ダイアログ・ボックスの「形式」フィールドで設定された言語で、自動的に表示されます。




	プロンプトが表示されたら、開いているすべてのMicrosoft Officeアプリケーションを閉じて、「OK」をクリックします。
	インストール・ウィザードで「OK」をクリックし、プロンプトに従ってSmart Viewをインストールします。
	インストールが完了したら、「OK」をクリックします。

次にMicrosoft Excel、PowerPointまたはWordを開いたときに、Smart Viewのリボンが表示されます。




	Excelを開きます。
	Smart Viewのリボンで、「ヘルプ」の横の矢印を選択し、バージョン情報を選択します。
	新しいバージョンのSmart Viewを確認します。









EPM Workspaceからのインストール



関連トピック

	Workspaceの設定
	クライアントのインストール











Workspaceの設定



更新されたOracle Smart View for Officeインストーラ用のWorkspace環境を設定するには、次のようにします。




	現在のSmartView.exeとversion.xmlのバックアップ・コピーを作成してから、置き換えるファイルを配置します。
	My Oracle SupportまたはOracle Technology Networkからのインストールの説明に従って、OTNまたはMOSからSmart Viewのzipファイルをダウンロードします。
	ダウンロードしたファイルを一時的な場所に解凍します。
	SmartView.exeおよびversion.xmlを、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceインストールの場所にコピーします。通常は次の場所になります。


C:\Oracle\Middleware\EPMSystem11R1\common\epmstatic\wspace\SmartView













クライアントのインストール



Oracle Hyperion Enterprise Performance Management WorkspaceからOracle Smart View for Officeをインストールするには、次のようにします。




	EPM Workspaceで、「ツール」、インストール、「Smart View」の順に選択します。
	ファイルのダウンロードで実行を選択します。
	Microsoft Excelのセキュリティ警告が表示されたら、「実行」を選択します。
	Smart Viewの宛先フォルダを選択し、「OK」をクリックします。

新規インストールの場合、Smart Viewはデフォルトで次の場所にインストールされます。


C:\Oracle\SmartView


Smart Viewの既存のインストールをアップグレードする場合、インストーラによるデフォルト設定はSmart Viewが以前にインストールされたフォルダになります。




	インストールが完了したら、「OK」をクリックします。

次にMicrosoft Excel、PowerPointまたはWordを開いたときに、Smart Viewのリボンが表示されます。













Oracle BI EEからのインストール



関連トピック

	Oracle BI EE Analyticsのホームページの構成
	Oracle BI EE Analyticsのホームページからのインストール











Oracle BI EE Analyticsのホームページの構成




注意:

Smart Viewインストーラのカスタム・ダウンロード・リンクを構成すると、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition 11.1.1.7.1以降のバージョンに適用され、それより前のリリースでは使用できません。



Oracle BI EEリリース11.1.1.9以降、BIデスクトップ・ツールのダウンロード・ドロップダウン・リストのSmart View for MS OfficeリンクがOracle Technology NetworkのOracle Smart View for Officeのダウンロードを指すようになりました。

ユーザーをOracle Technology Networkに移動させない場合は、Smart View for MS OfficeリンクがSmart Viewインストーラのカスタム・ダウンロード・リンクを指すように構成できます。環境に適したバージョンのSmart Viewを常にユーザーに提供できるようになります。これを行うにはSmartViewInstallerURL要素をinstanceconfig.xmlに追加します。

次のようなsmartview.exeが存在する場所を示すようにダウンロード・リンクを構成できます。

	
外部URL


	
内部URL(インストールをすぐに開始できる、内部Webページやイントラネットの場所など)


	
インストールをすぐに開始できる、ローカル・サーバー上のフォルダ








Smart Viewインストーラ用のカスタム・ダウンロード・リンクを構成するには、次のようにします。




	instanceconfig.xmlファイルを編集のために開きます

Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイドの構成ファイルの格納場所に関する項を参照してください。




	CatalogPathおよび<DSN>AnalyticsWeb</DSN>のセクションを特定して、そのセクションの後にSmartViewInstallerURL要素を追加します。
	次の例の構文を使用して、SmartViewInstallerURL要素を追加します。

Oracle Technology Networkからダウンロードする例:


<CatalogPath>/example/path/work/abc/instances/instance1/bifoundation/OracleBIPresentationServicesComponent/coreapplication_obips1/catalog/SampleApp</CatalogPath>
<DSN>AnalyticsWeb</DSN>
<SmartViewInstallerURL>http://www.oracle.com/technetwork/middleware/epm/downloads/smart-view-1112x-1939038.html</SmartViewInstallerURL>


イントラネット・サイトからダウンロードする例:


<CatalogPath>/example/path/work/abc/instances/instance1/bifoundation/OracleBIPresentationServicesComponent/coreapplication_obips1/catalog/SampleApp</CatalogPath>
<DSN>AnalyticsWeb</DSN> <SmartViewInstallerURL>http://myserver:8080/downloads/smartview.exe</SmartViewInstallerURL>


内部サーバーからダウンロードする例:


<CatalogPath>/example/path/work/abc/instances/instance1/bifoundation/OracleBIPresentationServicesComponent/coreapplication_obips1/catalog/SampleApp</CatalogPath>
<DSN>AnalyticsWeb</DSN> <SmartViewInstallerURL>\\myserver\downloads\smartview.exe</SmartViewInstallerURL> 




	変更を保存してファイルを閉じます。
	Oracle BI EEインスタンスを再起動します。









Oracle BI EE Analyticsのホームページからのインストール



Oracle Business Intelligence Enterprise EditionホームからOracle Smart View for Officeをインストールするには、次のようにします。




	Oracle BI EE Analyticsのホームページで、BIデスクトップ・ツールのダウンロードの横にある矢印をクリックしてから、Smart View for MS Officeを選択します。

Oracle Technology NetworkのSmart Viewダウンロード・ページが表示された場合は、My Oracle SupportまたはOracle Technology Networkからのインストールの手順に従います。それ以外の場合は、手順2に進みます。




	次のいずれかのオプションを選択します。

	
「実行」をクリックするとインストーラが直接実行されます。

「ユーザー アカウント制御」ダイアログ・ボックスが表示された場合、「はい」をクリックしてから手順3に進みます。


	
「保存」をクリックすると、アクセス権があり、実行可能ファイルを実行できるディレクトリにSmart Viewインストーラ・ファイルが保存されます。

Smart View実行可能ファイルを保存したフォルダを開いて、そのファイルをダブルクリックして実行します。次に手順3に進みます。







	インストール・ウィザードで使用する言語を選択します。
	次をクリックします。
	ウィザードで指示される手順に従って操作します。
	インストールが完了したら、「終了」をクリックします。

次にMicrosoft Excel、PowerPointまたはWordを開いたときに、Smart Viewのリボンが表示されます。













コマンドラインまたはサイレント・インストールの実行


関連トピック:
	
コマンドラインからのSmart Viewのインストール


	
Smart Viewのサイレント・インストール


	
Smart Viewの拡張機能のサイレント・インストール








コマンドラインからOracle Smart View for Officeをインストールできます。さらに、管理者は、Smart ViewおよびSmart Viewの拡張機能について、サイレント・インストールを使用可能にすることができます。これは、設定を毎回指定する必要のないインストールです。インストールを自動化するために、サイレント・インストール・コマンドをスクリプトに含めることができます。


注意:

サイレント・インストールは管理ユーザーのみにサポートされています。







表2-2のオプションを使用して、コマンドラインからSmart Viewのサイレント・インストールを実行します。


表2-2 Smart Viewインストールのコマンドライン・オプション

	オプション	使用方法
	/v"command line options"	Smart View MSIインストーラに渡されるコマンドライン・オプションを指定します。
たとえば、インストール・ディレクトリを指定するには、次を使用します。


/v "INSTALLDIR=<path>"


ロギングを有効にするには、次を使用します。


/v "l*v <log file path and name>"


	/s	Smart Viewインストーラをサイレント・モードで実行します。
	/Office=64	64ビット・バージョンのSmart Viewのみをインストールまたはアンインストールします
	/Office=32	32ビット・バージョンのSmart Viewのみをインストールまたはアンインストールします
	/extensionupdatelist=	UpdateList.xmlへのパス
	/x	Smart Viewをアンインストールします





始める前に、My Oracle SupportまたはOracle Technology Networkからのインストールの手順に従ってSmart Viewのインストールzipファイルをダウンロードし、作業するフォルダ内に解凍します。










コマンドラインからのSmart Viewのインストール



コマンドラインからOracle Smart View for Officeをインストールするには、次のようにします。




	コマンド・プロンプトを開きます。
	Smart Viewインストーラのあるディレクトリに移動します。
	表2-2のインストール・コマンドを実行します。次に例を示します。

	
デフォルト・ディレクトリ内にインストールするには次のコマンドを実行します:


SmartView.exe


	
別のディレクトリ内にインストールするには次のコマンドを実行します:


SmartView.exe /v" INSTALLDIR=<target path>"


次に例を示します。


SmartView.exe /v" INSTALLDIR=D:\SmartView"


	
UpdateList.xmlの場所を指定するには、次のコマンドを実行します。


SmartView.exe /extensionupdatelist=<path to UpdateList.xml>


	
インストールを実行して、インストール・シーケンスを記録するには、次のようにします。


SmartView.exe /v” INSTALLDIR=D:\SmartView /L*v c:\install.log”
















Smart Viewのサイレント・インストール



サイレント・インストール・ラッパーは次のルールに従います。

	
/vパラメータの値をそのままMSIに渡します。


	
/sフラグは/qnに変換されてMSIに渡されます。/sがすでにスクリプト内に存在する場合、/qnパラメータを指定する必要はありません。


	
/vパラメータに/q規則子が含まれていない場合、ラッパーは/qb+をMSIに渡します。








サイレント・インストールを実行するには:




	コマンド・プロンプトを開きます。
	Oracle Smart View for Officeインストーラのディレクトリに移動します。
	表2-2のインストール・コマンドを実行します。次に例を示します。

	
デフォルト・ディレクトリ内にインストールするには次のコマンドを実行します:


SmartView.exe /s


	
別のディレクトリ内にインストールするには次のコマンドを実行します:


SmartView.exe /s /v" INSTALLDIR=<target path>"


次に例を示します。


SmartView.exe /s /v" INSTALLDIR=D:\SmartView"


	
UpdateList.xmlの場所を指定するには、次のコマンドを実行します。


SmartView.exe /s /extensionupdatelist=<path to UpdateList.xml>


	
サイレント・インストールを実行して、インストール・シーケンスを記録するには、次のコマンドを実行します。


SmartView.exe /s /v” INSTALLDIR=D:\SmartView /L*v c:\install.log”
















Smart Viewの拡張機能のサイレント・インストール



管理者は、次のコマンドを呼び出すことで、拡張機能のインストールをサイレントにプッシュできます。


svlaunch.exe /i <path to the extension installer>


たとえば、通常のOracle Smart View for Officeをインストール後、Smart ViewがC:\Oracle\SmartViewにインストールされます。このインストールで、Smart Viewに含まれる拡張機能がC:\Oracle\SmartView\extensionsに配置されます。前述のコマンドを使用して、管理者はOracle Journalsの拡張機能のサイレント・インストールを次のコマンドで実行できます。


svlaunch.exe /i C:\Oracle\SmartView\extensions\SVFMJournalInstaller.svext


インストール後、拡張機能のファイルはユーザーのマシンの次の場所にあります。


%APPDATA%\Oracle\SmartView\extensions\Bin










ローカルまたはWebサーバーにインストールするヘルプのダウンロード



Oracle Smart View for Officeのインストール後、Oracle.comのWebサイトでホストされているURLからオンライン・ヘルプを取得します。これはSmart Viewのデフォルト動作であり、ヘルプを起動するためにユーザーが変更を加える必要はありません。

ただし、ヘルプをローカルで、または組織のWebサーバーでインストールする必要が生じることがあります。Oracle.com以外の場所からヘルプにアクセスする必要がある例をいくつか示します。

	
アクセシビリティ第508条のために、ヘルプ・ファイルを個人のコンピュータのローカル・ドライブにインストールする必要がある場合。


	
インターネットのアクセス制限。たとえば、ユーザーが組織のイントラネットのURLにのみアクセスできる場合。




このようなケースに対応するために、ダウンロード可能なヘルプのzipファイルが現在のSmart ViewリリースのパッチとしてMy Oracle Supportに用意されています。

次の手順で、ヘルプのzipファイルをダウンロードする方法を説明します。インストールおよび構成の詳細な手順は、次のガイドにあります:

	
このガイドのローカルまたはWebサーバーでのヘルプのインストールと構成。


	
Oracle Smart View for Officeアクセシビリティ・ガイド。ローカルでのヘルプのインストールと構成に関する項を参照してください。








Smart ViewのヘルプzipファイルをMy Oracle Support (MOS)からダウンロードするには、次のようにします。




	MOSにログインします。
	「パッチと更新版」タブを選択します。

「パッチ検索」領域が画面の右側に表示され、デフォルトで「検索」タブが選択されています。




	「番号/名前またはバグ番号(簡易)」の見出しの下で、ドロップダウン・リスト・ボックスの「パッチ名または番号」が選択されていることを確認します。
	「パッチ検索」テキスト・ボックスに次のSmart Viewパッチ番号を入力します。


23206405


「パッチ検索」テキスト・ボックスは、「パッチ名または番号」ドロップダウン・リスト・ボックスの右側にあります。




	「検索」をクリックします。
	パッチzipファイルを一時ディレクトリにダウンロードします。
	要件に応じてヘルプをインストールおよび構成するには、次のいずれかのガイドの手順に従います:

	
このガイドのローカルまたはWebサーバーでのヘルプのインストールと構成。


	
Oracle Smart View for Officeアクセシビリティ・ガイドローカルでのヘルプのインストールと構成に関する項を参照してください。
















Smart Viewのアンインストール



このトピックでは、Oracle Smart View for Officeのアンインストールについて説明します。

拡張機能をアンインストールするには、Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドの拡張機能のアンインストールに関する項を参照してください。





Smart Viewをアンインストールするには、次のようにします。




	始める前に、すべてのOfficeアプリケーションを閉じます。
	Windowsシステムの「コントロール パネル」に移動し、「プログラムのアンインストールまたは変更」に移動します。
	インストールされている該当のSmart Viewのバージョンを探して選択します。

	
Oracle Smart View 32-bit for Office


	
Oracle Smart View 64-bit for Office







	「アンインストール」をクリックします。









3 拡張機能のインストールと更新の管理


このトピックで説明する拡張機能のインストールおよび更新プロセスを使用すると、Oracle Smart View for Officeのエンド・ユーザーは、Smart View管理者がマニフェスト・ファイルUpdateList.xmlで設定したパラメータに基づいて、拡張機能をインストール、更新またはアンインストールできます。








拡張機能のインストールと更新について



自動更新と手動更新

Oracle Smart View for Office 11.1.2.5.400より前のリリースでは、拡張機能はAuto-Updateプロセスを使用して更新されていました。Auto-Updateで拡張機能を更新するには、Smart Viewエンド・ユーザーは、「オプション」ダイアログ・ボックスの「拡張機能」タブに移動し、「更新のチェック」リンクをクリックするか、「Microsoft Officeの開始時に更新をチェック」チェック・ボックスを選択して拡張機能の更新を開始します。すべての拡張機能について、更新が入手可能だった場合、それらは取得され、インストールが自動的に開始されていました。

リリース11.1.2.5.400以降では、Smart Viewエンド・ユーザーが拡張機能をインストール、更新および削除するときを制御できるように拡張機能の更新プロセスをカスタマイズできます。Smart View管理者は、UpdateList.xmlマニフェスト・ファイルの属性を構成して、ユーザーが使用可能なオプションを制御できます。管理者がUpdateList.xmlでこれらの属性を構成しない場合、拡張機能は、引き続き既存のAuto-Updateプロセスを使用して更新されます。





拡張機能のタイプ

Smart Viewクライアント・マシンにインストール可能な2種類の拡張機能があります。

	
プロバイダ拡張機能。Oracleコンポーネントに依存するか統合される拡張機能がプロバイダ拡張機能です。例として、Disclosure ManagementやOracle Hyperion Financial Reportingの拡張機能があります。プロバイダ拡張機能は、必須の拡張機能として構成できます。


	
ユーザーごとの拡張機能。ユーザーのアプリケーション・データ・フォルダにインストールされる拡張機能。これらの拡張機能は、Oracleコンポーネントに依存する場合と依存しない場合があります。また、ユーザーごとの拡張機能も必須の拡張機能として構成できます。




Smart View管理者は、UpdateList.xmlファイルを構成して、エンド・ユーザーが使用可能なプロバイダ拡張機能およびユーザーごとの拡張機能のほか、それらをインストール、更新および削除するためのオプションを指定します。また、ユーザーごとの拡張機能も、必須の拡張機能のインジケータを表示するように構成でき、インストールを強制することはありません。その後、Smart Viewエンド・ユーザーは、「オプション」ダイアログ・ボックスにアクセスして、「拡張機能」タブでそのユーザーが利用可能な拡張機能をインストール、更新またはアンインストールします。

プロバイダ拡張機能とユーザーごとの拡張機能のインストール、アンインストールおよび更新を構成するには、手動による拡張機能の更新の構成の手順を実行してください。

拡張機能の更新プロセスを変更しない場合、XMLの構造と例の詳細は、Auto-Update拡張機能の構成で参照できます。ただし、これ以上のアクションは必要ありません。

Smart Viewでの拡張機能のインストール、更新および削除の手順について、エンド・ユーザーは、Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドのSmart Viewのオプションに関する章の拡張機能に関する項で手順のトピックを参照できます。





Oracle Journals for Financial Managementの拡張機能について

Oracle Journals拡張機能は、拡張機能のインストーラ・ファイルがSmart Viewインストールのextensionsフォルダに含まれているという点で、Smart View拡張機能の中でも独特です。エンド・ユーザーは、Oracle Journals拡張機能をSmart Viewインストールのextensionsフォルダから直接インストールできます。

または、管理者として、Smart ViewのOptionsダイアログ・ボックスのExtensionsページから、Smart Viewエンド・ユーザーがOracle Journals拡張機能を(自動または手動で)インストールする方法を制御できます。

Oracle Journals拡張機能の自動または手動インストールを設定する場合、まずテスト環境にSmart Viewをインストールしてから、Smart ViewインストールのextensionsフォルダにあるUpdateList.xmlファイルを参照する必要があります。このファイルのエントリを、UpdateList.xmlファイルに追加するOracle Journalsエントリのガイドラインとして使用します(詳細は、手動による拡張機能の更新の構成を参照)。










手動による拡張機能の更新の構成



Oracle Smart View for Officeのエンド・ユーザーが使用可能な拡張機能(ユーザーごとの拡張機能を含む)を表示し、それらを「オプション」ダイアログ・ボックスの「拡張機能」タブからインストールできるように、UpdateList.xmlマニフェスト・ファイル内のAuto-Update拡張機能を構成できます。

2つの属性(visibleおよびallowUninstall)をUpdateList.xmlマニフェスト・ファイルに追加して、拡張機能の動作を自動更新から手動更新に変更することで、「オプション」ダイアログ・ボックスに拡張機能が表示されるようになります。

	
visible—"1"の値は、拡張機能がSmart Viewの「オプション」ダイアログ・ボックスの「拡張機能」タブに表示され、Auto-Updateプロセスには含まれないことを示します。

visible属性がない場合、または値が"1"ではない場合、拡張機能はAuto-Updateプロセスに含まれます。


	
allowUninstall—"1"の値は、ユーザーが「オプション」ダイアログ・ボックスの「拡張機能」タブで「削除」リンクを使用して、アンインストールを開始できることを示します。

allowUninstall属性がない場合、または値が"1"ではない場合、ユーザーは「拡張機能」インタフェースでアンインストールを開始できません(「削除」リンクが表示されないため)。




この手順はオプションです。UpdateList.xmlに属性を追加しない場合、拡張機能は引き続き、11.1.2.5.400より前のリリースの場合と同様に更新されます。11.1.2.5.400より前のリリースでは、「更新のチェック」リンクをクリックするか、「Microsoft Officeの開始時に更新をチェック」チェック・ボックスを選択して、拡張機能の更新を開始します。

参考のため、手動更新XMLの定義および手動更新XMLの例を参照してください。





拡張機能のUpdateList.xmlマニフェスト・ファイルに属性を追加するには、次のようにします。




	UpdateList.xmlファイルを開いて編集します。

マニフェスト・ファイルは次の2つの場所にあります。

	
epmstatic:


http://server:port/epmstatic/smartview/Client/UpdateList.xml


	
C:\Oracle\SmartView\cfg\properties.xmlの<extensionupdatelist>タグが指す場所。

<extensionupdatelist>タグに移入するには、コマンドライン・インストールまたはサイレント・インストールの実行の説明に従ってコマンドライン・インストールを実行するか、properties.xmlファイルのタグを手動で更新します。


注意:

properties.xmlで、拡張機能インストーラに対して複数のURLが存在する場合、Smart Viewはすべての場所を確認し、最新のバージョンが含まれる場所からインストールします。

同じバージョンの拡張機能インストーラに対して複数のURLが存在する場合、Smart Viewはリスト内の最初のURLからインストールします。









	オプション: 「オプション」ダイアログ・ボックスの「拡張機能」タブに拡張機能を表示して、Auto-Updateプロセスから拡張機能を除外するには、visible="1"属性を拡張機能のXMLに追加します。次に例を示します。


<update>
   version="11.1.2.3.500.021"
   extension id="Some.Unique.Id.That.Matches.Extension.Descriptor.Id"
   location="/epmstatic/disclosure_mgmt/svext/DiscManSetup.msi"
   visible="1"
   allowUninstall="1">Oracle Disclosure Management
</extension>


図3-1は、「拡張機能」タブに表示された拡張機能の例を示しています。


図3-1 「拡張機能」タブに表示された拡張機能



[image: 「拡張機能」タブに表示された拡張機能]





	オプション: 拡張機能の「削除」ボタン[image: 「削除」ボタン]を表示するには、allowUninstall="1"属性を拡張機能のXMLに追加します。次に例を示します。


<update>
   version="11.1.2.3.500.021"
   extension id="A.Unique.Id.That.Matches.Extension.Descriptor.Id"
   location="/epmstatic/disclosure_mgmt/svext/DiscManSetup.msi"
   visible="1"
   allowUninstall="1">Oracle Disclosure Management
</extension>


図3-2は、「拡張機能」タブに表示された拡張機能の例を示しています。


図3-2 「拡張機能」タブに表示された拡張機能



[image: 「拡張機能」タブに表示された拡張機能]





	プロバイダおよびユーザーごとの拡張機能ごとに、要件に応じて、手順2と手順3を繰り返します。
	オプション: Auto-Updateで使用可能な拡張機能のリストから1つの拡張機能を削除するには、別の方法として、UpdateList.xmlファイルで<!--および-->文字を使用して拡張機能をコメント・アウトします。次に例を示します。


<!--
<extension>
location="/epmstatic/disclosure_mgmt/svext/DiscManSetup.msi" version="11.1.2.4.078" id="nnnnnnnn-nnnn-nnnn-nnnn-nnnnnnnnnnnn"> Oracle Disclosure Management
</extension>
-->


拡張機能のリスト全体をコメント・アウトして、すべての拡張機能を手動更新プロセスから除外することもできます。













手動更新XMLの定義



	
<update>

ルート・ノード。これはタグです。


	
<extension>

<extension>属性の親ノード。これはタグです。

<extension>の属性は次のとおりです。

	
id

拡張機能の識別子。識別子は、拡張機能で定義されたSVExtensionDescriptor.GUIDに一致する必要があります。GUIDである必要はありませんが、一意にする必要があります。この名前は、Windowsレジストリに表示されます。このため、判読可能な識別子(たとえば、Oracle.Disclosure.Managementなど)にすることをお薦めします。


	
format

"1"の値は、拡張機能のエントリで、Oracle Smart View for Office 11.1.2.5.400で採用された手動更新XML形式が使用されることを示します。このXML形式では、標準のAuto-Update形式より多くのユーザー・インタフェース機能がサポートされています。


	
version

拡張機能のバージョン番号。バージョン番号は、拡張機能アセンブリの拡張機能ディスクリプタ・バージョンと正確に一致する必要があります。


	
svVersion

拡張機能が連携するSmart Viewバージョン。


	
visible

この値を"1"に設定すると、「オプション」ダイアログ・ボックスの「拡張機能」タブに拡張機能が表示されます。これを"1"に設定すると、拡張機能はAuto-Updateプロセスに含まれません。


	
manualUpdate

インストールの更新のために、ユーザーがExcelを閉じる必要がある場合、この値を"1"に設定します。更新のインストーラ・ファイルがダウンロードされ、Officeの再起動が必要であることを示すメッセージが表示されます。また、ダウンロード・フォルダが開きます。


	
manualInstall

インストールのために、ユーザーがExcelを閉じる必要がある場合、この値を"1"に設定します。インストーラ・ファイルがダウンロードされ、Officeの再起動が必要であることを示すメッセージが表示されます。ダウンロード・フォルダが開きます。


	
allowUninstall

この値を"1"に設定すると、「オプション」ダイアログ・ボックスの「拡張機能」タブに「削除」ボタンが表示されます。


	
type

拡張機能のタイプ。有効な値は次のとおりです。

	
0 = オプションの拡張機能


	
1 = プロバイダ拡張機能


	
2 = Smart Viewクライアント





	
required

拡張機能に「必須」または「推奨」アイコンを表示する場合に設定します。アイコンの表示以外のアクションは行われません。





	
<name>

拡張機能の名前。これはタグです。


	
<desc>

拡張機能の説明。これはタグです。

"default"属性を使用します。拡張機能のデフォルトの説明は、「拡張機能」タブに表示される説明です。


	
owner

拡張機能の作成者または所有者。例: Oracle。


	
location

拡張機能のインストーラ・ファイルの場所とファイル名。これは、msiまたはsvextのいずれかです。exeはサポートされていません。


	
<uninstallMsg>

オプション。アンインストールの際、ユーザーにカスタム・メッセージを表示します。

"default"属性を使用します。uninstallMsgのデフォルトの説明は、アンインストール中に表示されるカスタム・メッセージです。


	
<options>

オプション。msiインストールの場合のみ。Microsoft Windowsインストーラ・ツールMsiexec.exeのすべてのオプションがサポートされています。













手動更新XMLの例




<update>
<extension id="Oracle.SmartView.ExtensionSamples.PowerPack.AdjustData"
  format="1"
  version="1.1.3.0" 
  svVersion="11.1.2.2.310" 
  visible="1"  allowUninstall="1" 
  manualUpdate=”0”
  manualInstall=”0”
  type="0" 
  required="1">
  <name>Adjust Data</name>
  <desc default="Simple data adjustment panel for use with Smart View">
  <owner>Oracle</owner>
  <location>file://server_name/shared/ExtensionInstallers/AdjustDataInstaller.svext
  </location>
  <uninstallMsg default=”This will remove the extension and all its components"
  </uninstallMsg>
</extension>
</update>










Auto-Update拡張機能の構成



visible属性とallowUninstall属性をUpdateList.xmlマニフェスト・ファイルに追加して、Auto-Updateプロセスの一部である拡張機能の動作を変更できます。

UpdateList.xmlに属性を追加しない場合、拡張機能は引き続き既存のAuto-Updateプロセスを使用して更新されます。

visible属性とallowUninstall属性をAuto-Update拡張機能に追加するには、手動による拡張機能の更新の構成の手順を実行してください。

参考のため、Auto-Update XMLの定義およびAuto-Update XMLの例を参照してください。

UpdateList.xmlファイルで<!--および-->文字を使用して拡張機能をコメント・アウトすることで、Auto-Updateで使用可能な拡張機能のリストから1つの拡張機能を削除することもできます。次に例を示します。


<!--
<extension>
location="/epmstatic/disclosure_mgmt/svext/DiscManSetup.msi" version="11.1.2.4.078" id="nnnnnnnn-nnnn-nnnn-nnnn-nnnnnnnnnnnn"> Oracle Disclosure Management
</extension>
-->


拡張機能のリスト全体をコメント・アウトすると、すべての拡張機能が手動更新プロセスから除外されます。










Auto-Update XMLの定義



	
<update>

ルート・ノード。これはタグです。


	
<extension>

拡張機能名を含むテキスト。これはタグです。拡張機能名は、「オプション」ダイアログ・ボックスの「拡張機能」タブに表示されます。拡張機能名の例として、Oracle Predictive Planning Extension、Disclosure ManagementまたはAdjust Dataがあります。

<extension>の属性は次のとおりです。

	
id

拡張機能の識別子。識別子は、拡張機能で定義されたSVExtensionDescriptor.GUIDに一致する必要があります。GUIDである必要はありませんが、一意にする必要があります。この名前は、Windowsレジストリに表示されます。このため、判読可能な識別子(たとえば、Oracle.Disclosure.Managementなど)にすることをお薦めします。


	
version

拡張機能のバージョン番号。


	
location

拡張機能のインストーラ・ファイルの場所とファイル名。これは、msiまたはsvextのいずれかです。exeはサポートされていません。


	
operation

オプション。自動更新の場合、この値を“delete”に設定して、ユーザーがOfficeを開いたときに、アンインストールが自動的に開始されるようにします。


注意:

ユーザーが最初にOfficeを開いたときに、拡張機能をアンインストールする必要があるとOracle Smart View for Officeによって判断された場合、次にOfficeを開くと、アンインストール・プロセスが開始されます。




	
options

オプション。msiインストールの場合のみ。Microsoft Windowsインストーラ・ツールMsiexec.exeのすべてのオプションがサポートされています。


	
visible

この値を"1"に設定すると、「オプション」ダイアログ・ボックスの「拡張機能」タブに拡張機能が表示されます。これを"1"に設定すると、拡張機能はAuto-Updateプロセスに含まれません。


	
allowUninstall

この値を"1"に設定すると、「オプション」ダイアログ・ボックスの「拡張機能」タブに「削除」ボタンが表示されます。
















Auto-Update XMLの例




<update>
<extension id="A.Unique.Id.That.Matches.Extension.Descriptor.Id"
   version="11.1.2.3.500.021"
   location="/epmstatic/disclosure_mgmt/svext/DiscManSetup.msi"
   visible="1"
   allowUninstall="1">Disclosure Management
</extension>

<extension id="Another.Unique.Id"
   version="11.1.2.3.300"
   location="/epmstatic/SomeSetup.msi"
   operation=”delete”>Crystal Ball EPM
</extension>

<extension id="And.Another.Unique.Id"
   version="11.1.2.3.300"
   location="/epmstatic/SomeSetup.msi"
   options="/promptrestart">Oracle Predictive Planning"
</extension>
</update>










4 XMLファイルから共有接続へのアクセス
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XMLファイルから共有接続へのアクセスについて




注意:

この章の手順は、共有接続のみに適用されます。



XMLファイルの共有接続情報を使用して、サポートされているOracle Smart View for Officeプロバイダ(クラウドとオンプレミスの両方)に接続できます。XMLファイルは、個々のSmart Viewクライアント・マシン上にローカルに存在するか、Webブラウザ上に存在します。Smart Viewのエンド・ユーザーは、「オプション」ダイアログ・ボックスの「共有接続URL」フィールドでこのXMLファイルを指定してから、アクセス可能な他の共有接続にアクセスするように、使用可能なプロバイダにアクセスします。

Smart Viewの共有接続パネルからOracle Business Intelligence Enterprise Editionプロバイダに接続するには、このトピックの手順に従う必要があります。ただし、Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドのプライベート接続の作成に関する項に記載されている手順を使用して、プライベート接続パネルからOracle BI EEデータ・ソースに接続することもできます。


注意:

XMLファイルでは、ASCII文字のみがサポートされています。このファイルに作成するエントリでは、非ASCII文字を使用しないでください。




注意:

この章の手順は、Smart View管理者が行う必要があります。












共有接続XMLファイルの設定



共有接続XMLファイルの設定には、このファイルをユーザーに配布するXMLファイルを用意することが含まれます。





XMLファイルで共有接続を設定するには、次のようにします。




	任意のテキスト・エディタを使用して空のXMLファイルを作成し、Oracle Smart View for Officeクライアント・マシンに保存します。

ファイルに意味のある名前(SmartViewProviders.xmlなど)を付け、.xml拡張子が付いていることを確認します。


注意:

XMLファイルでは、ASCII文字のみがサポートされています。このファイルに作成するエントリでは、非ASCII文字を使用しないでください。






	次の行をファイル先頭に追加します。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>




	次に、開始res_GetProvisionedDataSourcesタグを追加します。


<res_GetProvisionedDataSources>




	該当するプロバイダのエントリを追加します。

Oracle Hyperion Provider Services (Oracle Essbase)、Oracle Hyperion Planning (オンプレミスとOracle Planning and Budgeting Cloud内の両方)、Oracle Hyperion Financial Management、Oracle Hyperion Reporting and Analysis、Oracle Hyperion Strategic Finance、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition、およびOracle Enterprise Performance Reporting Cloudのエントリを追加できます。XMLには、サポートされているクラウド・プロバイダまたはオンプレミス・プロバイダのエントリ、あるいはその両方の組合せを含めることができます。

エントリを作成する際、構文をそのままコピーし、次の置換のみを行います。

	
Productタグのname属性:

name—プロバイダの内部識別子。これは、ユーザーには表示されません。


	
ProductタグのdisplayVersion属性:

version—指定したプロバイダのバージョン番号。これは、ユーザーには表示されません。


	
Serverタグのcontext属性:

webServerHost—Webサーバー・ホスト・マシン名。

webServerPort—Webサーバーのポート番号。各プロバイダの構文ですでに指定されたデフォルトのポート番号を使用します。または、デフォルトではないポート番号を使用するようにシステムを構成してある場合は、それを指定します。




各プロバイダ・タイプの構文は次のとおりです。

Provider Services (Essbase)


<Product id="APS" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Oracle Hyperion Provider Services" context="http://webServerHost:webServerPort/aps/SmartView"></Server>
</Product>


Planning


<Product id="HP" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Oracle Hyperion Planning, Fusion Edition" context="http://webServerHost:webServerPort/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>


Financial Management


<Product id="HFM" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Oracle Hyperion Financial Management, Fusion Edition" context="http://webServerHost:webServerPort/hfmadf/../hfmofficeprovider/HFMOfficeProvider.aspx"></Server>
</Product>


Reporting and Analysis


<Product id="RAFramework" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Reporting and Analysis Framework" context="http://webServerHost:webServerPort/raframework/browse/listXML"></Server>
</Product>


Strategic Finance


<Product providerType="ExtensionProvider" id="HSF" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Oracle Hyperion Strategic Planning, Fusion Edition" context="webServerHost:webServerPort/StrategicPlanning/SmartView"></Server>
</Product>


Oracle BI EE


<Product providerType="ExtensionProvider" id="27EE9B0D-D5F5-42c9-AFC5-44FEA770C693" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Oracle BI, Fusion Edition" context="OBI:http://webServerHost:webServerPort/analytics/jbips"></Server>
</Product>


Oracle Planning and Budgeting Cloud


<Product id="HP" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Planning and Budgeting Cloud" context="http://serviceURL/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>


Oracle Enterprise Planning and Budgeting Cloud


<Product id="HP" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Enterprise Planning and Budgeting Cloud" context="http://serviceURL/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>


Enterprise Performance Reporting Cloud


<Product id="EPRCS" name="name" displayVersion="version"> 
<Server name="Enterprise Performance Reporting Cloud" context="http://serviceURL/epm/SmartView"> </Server>
</Product>


Oracle Financial Consolidation and Close Cloud


<Product id="HP" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Financial Consolidation and Close Cloud" context="http://serviceURL/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>


Oracle Tax Reporting Cloud


<Product id="HP" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Tax Reporting Cloud" context="http://serviceURL/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>




	オプション: ローカルに、または内部URLからヘルプにアクセスする予定の場合は、ヘルプの場所を特定するエントリを追加します。

	
ローカル・ドライブにインストールされたヘルプ:


<helpurlcontext>file:///parent_language_folder_path/</helpurlcontext>


次に例を示します。


<helpurlcontext>file:///C:/Oracle/SmartView/smartview_help/</helpurlcontext>


	
Webサーバーにインストールされたヘルプ:


<helpurlcontext>http://webServerHost:webServerPort/pathToHelpFiles/smartview_help/</helpurlcontext>


次に例を示します。


<helpurlcontext>http://abcxyzco.com:12345/user_documentation/smartview_help/</helpurlcontext>




注意:

	
XMLファイルから共有接続にアクセスする予定があり、かつ、ローカル・ドライブまたは組織内のWebサーバーからヘルプにアクセスする必要がある場合にかぎり、この手順を実行します。ヘルプの設定手順は、ローカルまたはWebサーバーでのヘルプのインストールと構成を参照してください。


	
<helpurlcontext>タグを使用する場合、指定したヘルプの場所によって、properties.xmlファイル内の<helpurlcontext>タグで指定されたデフォルトまたは変更済の場所が上書きされます(詳細は、「共有接続XMLファイルを介したオプションのローカル・ヘルプの構成」を参照)。







	オプション: User Productivity Kit (UPK)のエントリを追加します。


<UPK>http://link to User Productivity Kit</UPK>


次に例を示します。


<UPK>http://download.abcxyzco.com/ocomdocs/PlayerPackage/data/toc.html</UPK>




	終了res_GetProvisionedDataSourcesタグを追加してファイルを完成させ、保存します。


</res_GetProvisionedDataSources>


完全な構文およびこのファイルの設定例は、接続ファイルの構文と例を参照してください。




	ファイルをテストします。
	次のいずれかのアクションを実行します。

	
ユーザーがXMLファイルをローカル・ドライブにコピーする予定の場合は、Smart Viewクライアント・マシンのローカル・ドライブにファイルをコピーするようにしてください。

たとえば、ファイルをSmartView\binディレクトリにコピーします。


	
または、ファイルをWebサーバーにコピーする予定の場合は、ユーザーがXMLファイル名と.xml拡張子を含む完全修飾URLからファイルにアクセスできるようにします。







	Smart Viewを起動し、「オプション」ダイアログ・ボックスで、「共有接続URL」を編集してファイルまたはURLへのフル・パスを追加し、.xmlファイル名拡張子が含まれていることを確認します。


注意:

.xmlファイル名拡張子がローカル・ドライブ・パスまたはURLの末尾に含まれていない場合、この機能は動作しません。



	
ローカル・ドライブの例:


C:/Oracle/SmartView/bin/SmartViewProviders.xml


ファイル・パスのセパレータとしてスラッシュ(/)を使用してください。

これで、共有接続のリストでディレクトリ・パスとファイルを使用できるようになります。


	
WebサーバーURLの構文:


http://webServerHost:webServerPort/pathToFile/filename.xml


WebサーバーURLの例:


http://abcxyzcowebserver:1234/SmartViewDataSources/SmartViewProviders.xml


これで、共有接続のリストでURLを使用できるようになります。







	Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドのデータ・ソースへの接続に関する項の説明に従って、Smart Viewパネルの「共有接続」オプションを使用してファイルに接続します。

「共有接続」ドロップダウン・リストにプロバイダのエントリが表示されない場合は、XMLファイルに不正な構文またな無効な文字が含まれている可能性があります。


ヒント:

ブラウザ(Internet Explorerなど)でファイルを開いて、XMLを確認します。ブラウザには無効な構文が示されます。XMLファイル・エディタでエラーを修正して保存し、ブラウザの表示をリフレッシュします。









	XMLファイルが誤りなく完成したら、次のいずれかの手順を実行します。

	
ユーザーがXMLファイルをローカル・ドライブにコピーする予定の場合は、次の手順を使用して、Smart Viewユーザーにファイルを配布します。

	
このファイルは一切変更しないでください。


	
Smart Viewクライアント・マシンのローカル・ドライブにファイルをコピーします。

たとえば、ファイルをSmartView\binフォルダにコピーします。


	
Smart Viewを起動し、「オプション」ダイアログ・ボックスで、ローカル・ドライブ上のファイルへのフル・パス(ファイル名と.xml拡張子を含む)を使用して「共有接続URL」を編集します。次に例を示します。


C:/Oracle/SmartView/bin/SmartViewProviders.xml


ファイル・パスのセパレータとしてスラッシュ(/)を使用してください。

これで、共有接続のリストでディレクトリ・パスとファイルを使用できるようになります。


	
Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドのデータ・ソースへの接続に関する項の説明に従って、Smart Viewパネルの「共有接続」オプションを使用してファイルに接続し、テストを行います。

接続に問題がある場合は、Smart View管理者に問い合せてください。





	
XMLファイルをWebサーバーにコピーする予定の場合は、Smart Viewユーザーに次の手順を通知します。

	
Smart Viewを起動し、「オプション」ダイアログ・ボックスで、指定のURL(ファイル名と.xml拡張子を含む)を使用して「共有接続URL」を編集します。次に例を示します。


http://abcxyzcowebserver:1234/SmartViewDataSources/SmartViewProviders.xml


	
Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドのデータ・ソースへの接続に関する項の説明に従って、Smart Viewパネルの「共有接続」オプションを使用してこのURLに接続し、テストを行います。

接続に問題がある場合は、Smart View管理者に問い合せてください。


	
Internet Explorerユーザー: 手順aで指定したURLを使用するには、Internet Explorerで次のオプションを設定することをお薦めします。

	
「ツール」の「インターネット オプション」を選択します。


	
「全般」タブの「閲覧の履歴」グループで「設定」を選択します。


	
「保存しているページの新しいバージョンがあるかどうかの確認」セクションで「Web サイトを表示するたびに確認する」を選択して、「OK」をクリックします。


	
「インターネット オプション」ダイアログ・ボックスで「詳細設定」タブを選択します。


	
「セキュリティ」セクションで「ブラウザを閉じたとき、[Temporary Internet Files] フォルダを空にする」オプションを選択します。


	
「OK」をクリックして「インターネット オプション」を閉じて、ブラウザを再起動します。






















接続ファイルの構文と例



関連トピック

	接続ファイルの構文
	接続ファイルの例











接続ファイルの構文



次にファイルの構文を全体として示します。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<res_GetProvisionedDataSources>
<Product id="APS" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Oracle Hyperion Provider Services" context="http://webServerHost:webServerPort/aps/SmartView"></Server>
</Product>
<Product id="HP" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Oracle Hyperion Planning, Fusion Edition" context="http://webServerHost:webServerPort/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>
<Product id="HFM" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Oracle Hyperion Financial Management, Fusion Edition" context="http://webServerHost:webServerPort/hfmadf/../hfmofficeprovider/HFMOfficeProvider.aspx"></Server>
</Product>
<Product id="RAFramework" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Reporting and Analysis Framework" context="http://webServerHost:webServerPort/raframework/browse/listXML"></Server>
</Product>
<Product providerType="ExtensionProvider" id="name" name="HSF-11.1.2" displayVersion="version">
<Server name="Oracle Hyperion Strategic Planning, Fusion Edition" context="http://webServerHost:webServerPort/StrategicPlanning/SmartView"></Server>
</Product>
<Product providerType="ExtensionProvider" id="27EE9B0D-D5F5-42c9-AFC5-44FEA770C693" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Oracle BI, Fusion Edition" context="OBI:http://webServerHost:webServerPort/analytics/jbips"></Server>
</Product>
<Product id="HP" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Planning and Budgeting Cloud" context="http://serviceURL/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>
<Product id="HP" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Enterprise Planning and Budgeting Cloud" context="http://serviceURL/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>
<Product id="EPRCS" name="name" displayVersion="version"> 
<Server name="Enterprise Performance Reporting Cloud" context="http://serviceURL/epm/SmartView"></Server>
</Product>
<Product id="HP" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Financial Consolidation and Close Cloud" context="http://serviceURL/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>
<Product id="HP" name="name" displayVersion="version">
<Server name="Tax Reporting Cloud" context="http://serviceURL/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>
<helpurlcontext>a valid entry as per optional step 5</helpurlcontext>
<UPK>http://link to User Productivity Kit</UPK>
</res_GetProvisionedDataSources>










接続ファイルの例



次の例には、各プロバイダ・タイプのエントリのほか、組織の内部Webサーバーからヘルプにアクセスするためのエントリが含まれています。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<res_GetProvisionedDataSources>
<Product id="APS" name="APS-11.1.2" displayVersion="11.1.2.2.500">
<Server name="Oracle Hyperion Provider Services" context="http://abcsvr.xyzco.com:19000/aps/SmartView"></Server>
</Product>
<Product id="HP" name="HP-11.1.2" displayVersion="11.1.2.2.000">
<Server name="Oracle Hyperion Planning, Fusion Edition" context="http://abcsvr.xyzco.com:19000/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>
<Product id="HFM" name="HFM-11.1.2" displayVersion="11.1.2.2.300">
<Server name="Oracle Hyperion Financial Management, Fusion Edition" context="http://abcsvr.xyzco.com:19000/hfmadf/../hfmofficeprovider/HFMOfficeProvider.aspx"></Server>
</Product>
<Product id="RAFramework" name="RAFramework-11.1.2" displayVersion="11.1.2.2.000">
<Server name="Reporting and Analysis Framework" context="http://abcsvr.xyzco.com:19000/raframework/browse/listXML"></Server>
</Product>
<Product providerType="ExtensionProvider" id="HSF" name="HSF-11.1.2" displayVersion="11.1.2.2.00.2266">
<Server name="Oracle Hyperion Strategic Planning, Fusion Edition" context="http://abcsvr.xyzco.com.com:8900/StrategicPlanning/SmartView"></Server>
</Product>
<Product providerType="ExtensionProvider" id="27EE9B0D-D5F5-42c9-AFC5-44FEA770C693" name="OBI EE-11.1.1.7" displayVersion="11.1.1.7">
<Server name="Oracle BI, Fusion Edition" context="OBI:http://abcsvr.xyzco.com:9704/analytics/jbips"></Server>
</Product>
<Product id="HP" name="PBCS" displayVersion="17.02">
<Server name="Planning and Budgeting Cloud" context="http://mypbcs.mycloud.oraclecorp.com/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>
<Product id="HP" name="EPBCS" displayVersion="17.02">
<Server name="Enterprise Planning and Budgeting Cloud" context="http://myepbcs.mycloud.oraclecorp.com/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>
<Product id="EPRCS" name="EPRCS" displayVersion="16.12"> 
<Server name="Enterprise Performance Reporting Cloud" context="http://myeprcs.mycloud.oraclecorp.com/epm/SmartView"></Server>
</Product>
<Product id="HP" name="FCCS" displayVersion="16.12">
<Server name="Financial Consolidation and Close Cloud" context="http://serviceURL/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>
<Product id="HP" name="TRCS" displayVersion="17.02">
<Server name="Tax Reporting Cloud" context="http://serviceURL/HyperionPlanning/SmartView"></Server>
</Product>
<helpurlcontext>http://abcxyzcowebserver:12345/user_documentation/smartview_help/</helpurlcontext>
<UPK>http://download.abcxyzco.com/ocomdocs/PlayerPackage/data/toc.html</UPK>
</res_GetProvisionedDataSources>










5 ローカルまたはWebサーバーでのヘルプのインストールと構成



関連トピック

	ローカルまたはWebサーバーでのヘルプのインストールについて
	ローカルまたはWebサーバーでのヘルプの設定
	共有接続XMLファイルを介したオプションのローカル・ヘルプの構成











ローカルまたはWebサーバーでのヘルプのインストールについて



Oracle Smart View for Officeのインストール後、Oracle.comのWebサイトでホストされているURLからオンライン・ヘルプにアクセスします。これはSmart Viewのデフォルト動作であり、ヘルプを起動するためにユーザーが変更を加える必要はありません。

ただし、ヘルプをローカルで、または組織のWebサーバーでインストールする必要が生じることがあります。Oracle.com以外の場所からヘルプにアクセスする必要がある例をいくつか示します。

	
アクセシビリティ第508条のために、ヘルプ・ファイルを個人のコンピュータのローカル・ドライブにインストールする必要がある場合。


	
インターネットのアクセス制限。たとえば、ユーザーが組織のイントラネットのURLにのみアクセスできる場合。




このようなケースに対応するために、My Oracle Supportからヘルプのzipファイルをダウンロードできます。ヘルプをローカル・ドライブまたはWebサーバーに解凍し、Smart Viewのproperties.xmlファイルを変更して、ヘルプの場所を指すようにします。


注意:

要件に応じて、XMLファイルから共有接続へのアクセスの共有接続XMLファイルの設定の説明に従って、共有接続XMLファイルで<helpurlcontext>タグを指定することもできます。詳細は、共有接続XMLファイルを介したオプションのローカル・ヘルプの構成を参照してください。












ローカルまたはWebサーバーでのヘルプの設定



Oracle Smart View for OfficeのヘルプをローカルまたはWebサーバーにインストールして構成するには、次のようにします。




	My Oracle Supportから、このリリースのヘルプzipファイルを入手します。
	Smart Viewがインストールされているコンピュータ上のローカル・フォルダ、またはユーザーがアクセス可能な組織内のHTTP Webサーバー上のフォルダに、内容を抽出します。

次に例を示します。

	
内容をローカルに抽出:


C:\Oracle\SmartView\


抽出すると、smartview_helpというフォルダが追加されます。結果は次のようになります。


C:\Oracle\SmartView\smartview_help


	
内容をWebサーバーに抽出:


http://webServerHost:webServerPort/pathToHelpFiles


抽出すると、pathToHelpFilesの後にsmartview_helpが追加されます。結果は次のようになります。


http://webServerHost:webServerPort/pathToHelpFiles/smartview_help




smartview_helpフォルダの配下には、次のような28の言語フォルダがあります。


C:\Oracle\SmartView
               \smartview_help
                    \ar
                    \cs
                    \da
                    \de
                    \el
                    \en
                    \es
                    \fi
                    \fr
                    \fr_CA
                    \he
                    \hu
                    \it
                    \ja
                    \ko
                    \nl
                    \no
                    \pl
                    \pt
                    \pt_BR
                    \ro
                    \ru
                    \sk
                    \sv
                    \th
                    \tr
                    \zh_CN
                    \zh_TW



次の言語フォルダには、Smart Viewヘルプの翻訳されたバージョンが含まれています。


                    \de
                    \es
                    \fr
                    \it
                    \ja
                    \ko
                    \nl
                    \pt_BR
                    \zh_CN
                    \zh_TW



残りの言語フォルダには、ヘルプの英語バージョンが含まれています。それらの言語のいずれか(たとえば、スウェーデン語)でSmart Viewを実行して、ヘルプのボタンをクリックすると、英語のヘルプが表示されます。

また、英語フォルダには、ヘルプのコピーがPDF形式(smartview_user.pdf)で含まれています。




	Smart Viewのproperties.xmlファイル内のhelpurlcontextプロパティを変更します。
	Smart Viewインストールで、SmartView\cfgフォルダに移動します。
	元のproperties.xmlファイルのバックアップ・コピーを作成します。
	properties.xmlを開いて編集します。
	helpurlcontextプロパティを変更します。次の構文を使用して、言語フォルダの親に当たるフォルダへのパスを指定します。

	
ローカルにインストールする場合は、次の構文を使用して、言語フォルダの親に当たるフォルダへのパスを指定します。


<helpurlcontext>file:///parent_language_folder_path/</helpurlcontext>



ヒント:

構文ではスラッシュを使用し、指定した親言語フォルダのパスの後に最後のスラッシュ(/)が入力してあることを確認します。



手順2の例を使用して、zipの内容をC:\Oracle\SmartViewに抽出した後、smartview_helpフォルダが言語フォルダの親フォルダになります。したがって、parent_language_folder_pathプレースホルダを次のように変更します。


<helpurlcontext>file:///C:/Oracle/SmartView/smartview_help/</helpurlcontext>


	
Webサーバーにインストールする場合は、次の構文を使用して、言語フォルダの親に当たるフォルダへのパスを指定します。


<helpurlcontext>http://webServerHost:webServerPort/pathToHelpFiles/smartview_help/</helpurlcontext>



ヒント:

構文ではスラッシュを使用し、指定した親言語フォルダのパスの後に最後のスラッシュ(/)が入力してあることを確認します。



手順2の例を使用して、pathToHelpFilesをuser_documentationに置き換え、zipの内容をhttp://abcxyzco.com:12345/user_documentationに抽出した後、smartview_helpフォルダが言語フォルダの親フォルダになります。次に例を示します。


<helpurlcontext>http://abcxyzco.com:12345/user_documentation/smartview_help/</helpurlcontext>










	Microsoft Officeアプリケーションを再起動し、Smart Viewリボンからヘルプにアクセスします。
	Smart Viewローカル・ヘルプを必要とするコンピュータごとに、この手順を繰り返します。









共有接続XMLファイルを介したオプションのローカル・ヘルプの構成



新規インストールでは、Excelを起動するとすぐにOracle Smart View for Officeヘルプを使用できます。ヘルプを表示するためにSmart Viewプロバイダに接続する必要はありません。この章で説明するproperties.xmlファイルに変更を加えた後、指定したヘルプの場所からヘルプにアクセスできます。

XMLファイルから共有接続にアクセスする予定であり(詳細は、XMLファイルから共有接続へのアクセスを参照)、かつ、ヘルプに別の場所が必要な場合は、次の点に注意してください。

	
<helpurlcontext>タグを共有接続XMLファイルに追加できます。共有接続XMLファイルで指定するヘルプの場所は、Smart Viewパネルで「共有接続」ボタンをクリックすると、properties.xmlで指定されているヘルプの場所を上書きします。これは、properties.xmlで<helpurlcontext>タグを変更するか否かにかかわらずに行われます。


	
共有接続XMLファイルで<helpurlcontext>タグを追加または指定しない場合、properties.xmlファイルで定義されたローカル・ヘルプが常に使用され、Excelを起動するとすぐに使用可能になります。













6 ヒントとトラブルシューティング
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診断ツール



Oracle Smart View for Officeの使用中に自身で解決できない問題が発生した場合、Smart Viewリボンの「診断」グループでSmart View診断ツールを使用して、ログ・ファイルやスクリーンショットを作成および収集し、Oracleサポートに送信することができます。診断データの収集を終えたら、診断ツールを使用して、ファイルを圧縮します。次に、解析用にZIPファイルをOracleサポートに送信します。ログ・ファイルとスクリーンショットは、Oracleサポートによる問題のトラブルシューティングと解決のために使用されます。

Smart View診断ツールの特定の機能は、次のようにカスタマイズできます。

	
Officeドキュメントのデータ値を非表示にします。


	
Officeドキュメントのメンバー名を非表示にします。


	
診断出力ファイルをデフォルト以外のフォルダに移動します。


	
表示される警告やエラー・メッセージごとの自動スクリーンショットを可能にします。




診断ツールの詳細は、Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドのSmart Viewの診断に関する章を参照してください。










インストールと言語



Oracle Smart View for Officeインストーラでは、Windowsの「地域と言語」ダイアログ・ボックスの「形式」タブの「形式」フィールドの言語セットが使用されます。この言語は、Smart View実行時のデフォルトの言語にもなります。

インストール後、Smart Viewの言語設定(「オプション」ダイアログ・ボックスの「詳細」タブ)を変更すると、その後Excelを起動するたびに、Smart Viewではその新しい設定が使用されます。

Smart Viewをデフォルトの言語に戻すには、「オプション」ダイアログ・ボックスの「詳細」タブで、次のいずれかの方法を使用します。

	
「リセット」ボタンをクリックします。


	
「言語」ドロップダウン・リストの最初のオプションを選択します。これは常に「デフォルト」(「地域と言語」ダイアログ・ボックスの「形式」タブで指定された言語)です。




アンインストールしてから再インストールすると、Smart Viewは、Smart Viewの「オプション」ダイアログ・ボックスの「詳細」タブで最後に指定された言語ではなく、Windowsの「地域と言語」ダイアログ・ボックスの「形式」タブで指定された言語に戻ります。










Windows、OfficeおよびSmart Viewのロケール設定



各Oracle Smart View for Officeクライアント・マシンで、次のロケール設定が一致している必要があります。

	
Smart View言語オプション


	
Microsoft Office言語


	
Windows地域設定


	
Windowsオペレーティング・システム




マシンのWindowsオペレーティング・システムの言語、システム・ロケールまたはOffice言語とは異なる言語でSmart Viewを実行すると、誤ったデータが戻される場合があります。たとえば、Windowsオペレーティング・システム、システム・ロケールおよびOffice言語が英語の場合に、Smart Viewをロシア語で実行すると、レポートまたはチャート・データが誤って表示される可能性があります。










Smart Viewのインストール後の最初のExcel起動時のエラー



Oracle Smart View for OfficeをインストールしてからExcelを初めて起動した後で、「Add-InクラスのInstalledプロパティを設定できません」のようなエラー・メッセージが表示される場合があります。

回避策: 次のいずれかの方法を使用してSmart View Excelアドインを有効にします。

セキュリティ センターの方法

	
ユーザーのOfficeバージョンに適したタスクを実行します。

	
2013および2010: 「ファイル」、「オプション」、「セキュリティ センター」の順に選択します。


	
2007: Excelの左上隅にあるOfficeボタンをクリックしてから、「Excelのオプション」、「セキュリティ センター」の順に選択します。





	
「セキュリティ センターの設定」ボタンをクリックします。


	
左ペインで「信頼できる場所」を選択します。


	
「新しい場所の追加」をクリックすると「Microsoft Officeの信頼できる場所」ダイアログ・ボックスが起動します。


	
「パス」で次のように入力します。


C:\Oracle


	
「OK」をクリックします。


	
「OK」をクリックして「セキュリティ センター」を閉じてから、「OK」をクリックして「Excelのオプション」を閉じます。




COMアドインの方法:

	
ユーザーのOfficeバージョンに適したタスクを実行します。

	
2013および2010: 「ファイル」、「オプション」、「アドイン」の順に選択します。


	
2007: Excelの左上隅にあるOfficeボタンをクリックしてから、「Excelのオプション」、「アドイン」の順に選択します。





	
「管理」から、「COMアドイン」、「設定」の順に選択します。


	
「COMアドイン」で、Oracle Smart View for Officeアドインを有効にするチェック・ボックスを選択して、「OK」をクリックします。













Financial Reporting用のInternet Explorer互換性ビュー設定



Oracle Hyperion Financial ReportingレポートをOracle Smart View for Officeから実行する際、Webコントロールが呼び出されることで次のエラーが表示されます: この製品は互換性ビューをサポートしていません。管理者に連絡して、設定を構成してください。

デフォルトでは、webコントロールは互換性モードで実行され、互換性メッセージがトリガーされます。

回避策:

	
クリックしてメッセージをクリアすると、レポート・プレビューが予想どおりに表示されます。


	
互換性メッセージを回避するには、Windowsレジストリを次のように変更します。

32ビットのOfficeの場合:

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\Microsoft\Internet Explorer\MAIN\FeatureControl\FEATURE_BROWSER_EMULATION]で、次の3つのDWORD (32ビット)値を追加します。


"EXCEL.EXE"=dword:00008000
"POWERPNT.EXE"=dword:00008000
"WINWORD.EXE"=dword:00008000


64ビットのOfficeの場合:

Excel、PowerPointおよびWordに対する3つのDWORD値を[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Internet Explorer\MAIN\FeatureControl\FEATURE_BROWSER_EMULATION]で追加します。

値は、ユーザーがインストールしたInternet Explorerのバージョンに一致する必要があります。どのエントリを使用するか不確かな場合は、前述した32ビットのOfficeの値を使用してください。

Internet Explorer 8:


"EXCEL.EXE"=dword:00008000
"POWERPNT.EXE"=dword:00008000
"WINWORD.EXE"=dword:00008000


Internet Explorer 9:


"EXCEL.EXE"=dword:00009000
"POWERPNT.EXE"=dword:00009000
"WINWORD.EXE"=dword:00009000


Internet Explorer 10:


"EXCEL.EXE"=dword:00010000
"POWERPNT.EXE"=dword:00010000
"WINWORD.EXE"=dword:00010000


Internet Explorer 11:


"EXCEL.EXE"=dword:00011000
"POWERPNT.EXE"=dword:00011000
"WINWORD.EXE"=dword:00011000













カスタムHTMLベースのログイン・フォームの使用



デフォルトのOracle Access Managerログイン・フォームではなくカスタムHTMLベースのログイン・フォームを使用している場合、カスタム・フォームのソースに文字列loginformが含まれていることを確認してください。これは、Oracle Smart View for OfficeをOracle Access Managerと統合して動作させるために必要です。










HTTPサーバーでXMLファイルを使用する際のブラウザの設定



Internet Explorerは、HTTPサーバー上にポストされ、Oracle Smart View for Officeによって参照されるXMLファイルをキャッシュする場合があります。これによって、次のSmart View機能の使用時に問題が発生する可能性があります。

	
XMLファイルから共有接続へのアクセス

これはHTTPサーバー上にポストされたXMLファイルで、Smart Viewの「オプション」ダイアログ・ボックスの「共有接続URL」フィールドで示されます。ローカル・ドライブまたは内部Webサーバーからオンライン・ヘルプにアクセスする場合、このファイルでもヘルプの場所を指定できます。


	
拡張機能の更新

Smart Viewエンド・ユーザーが「オプション」ダイアログ・ボックスの「拡張機能」タブで拡張機能をインストール、更新および削除する際に、Smart ViewはHTTPサーバー上にポストされたUpdateList.xmlファイルを参照します。




最新バージョンのXMLファイルが前述した目的に使用されるように、ブラウザのキャッシュをクリアするには、このトピックの手順を完了します。





HTTPサーバー上にポストされた最新のXMLファイル・バージョンにSmart Viewがアクセスできるようにキャッシュをクリアするには、Internet Explorerで次のオプションを設定します。




	「ツール」の「インターネット オプション」を選択します。
	「全般」タブの「閲覧の履歴」グループで「設定」を選択します。
	「保存しているページの新しいバージョンがあるかどうかの確認」セクションで「Web サイトを表示するたびに確認する」を選択して、「OK」をクリックします。
	「インターネット オプション」ダイアログ・ボックスで「詳細設定」タブを選択します。
	「セキュリティ」セクションで「ブラウザを閉じたとき、[Temporary Internet Files] フォルダを空にする」オプションを選択します。
	「OK」をクリックして「インターネット オプション」を閉じて、ブラウザを再起動します。









Office 2013およびOffice 2016でのちらつきの問題



Microsoft Office 2013または2016 (32ビットまたは64ビット)でSmart Viewを使用すると、「POV」ツールバーとSmart Viewパネルでちらつきが発生します。このちらつきは、Excel 2013およびExcel 2016での変更により発生している可能性があります。

ちらつきを軽減するために、次のアクションをとることをお薦めします。

	
次のMicrosoft社の更新のいずれかがインストールされていることを確認します。

	
KB2863880 (hotfix):http://support.microsoft.com/en-us/kb/2863880


	
KB2825631 (public):http://support.microsoft.com/en-sg/kb/2825631




すでにマシンに更新がインストールされているかどうかを確認するには、「コントロール パネル」、「プログラムと機能」、「インストールされた更新プログラムを表示」の順に移動します。検索ボックスで、各更新のKB番号を入力します(たとえば、KB2863880と入力し、次にKB282563と入力します)。いずれかの更新がインストール済であれば、他の更新をインストールする必要はありません。いずれに対しても結果が戻されない場合は、いずれかの更新をインストールする必要があります。


	
2つのDWORD値をWindowsレジストリに追加します(次の項を参照)。

	
Windowトランジションの無効化(DisableWindowTransitionsOnAddinTaskPanes)


	
Officeアニメーションの無効化(DisableAnimations)
















Windowトランジションの無効化(DisableWindowTransitionsOnAddinTaskPanes)



ユーザー・エクスペリエンス向上させるため、Office 2013および2016のDWORD値DisableWindowTransitionsOnAddinTaskPanesを有効にできます。これを行うには、次のようにDisableWindowTransitionsOnAddinTaskPanesキーの値をWindowsレジストリのToolbarsキーに追加します。

	
キー名:


[HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Office\<OfficeVersion>\Common\Toolbars]


	
新しいDWORDおよび値:


"DisableWindowTransitionsOnAddinTaskPanes"=dword:1








DisableWindowTransitionsOnAddinTaskPanes DWORDをToolbarsレジストリ・キーに追加するには、次のようにします。




	「スタート」、「ファイル名を指定して実行」の順にクリックし、「名前」ボックスにregedit と入力して「OK」をクリックします。
	Officeのバージョンによっては、次のレジストリ・キーを特定して選択します。

	
Office 2013:


HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Office\15.0\Common\Toolbars


	
Office 2016:


HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Office\16.0\Common\Toolbars







	「編集」メニューから、「新規」、「DWORD 値」の順に選択します。
	DisableWindowTransitionsOnAddinTaskPanesと入力し、[Enter]を押します。
	「詳細」ペインで、「DisableWindowTransitionsOnAddinTaskPanes」を右クリックして、「修正」を選択します。
	「値」データ・ボックスで、1と入力し、「OK」をクリックします。
	レジストリ・エディタを終了します。
	Excelを再起動します。









Officeアニメーションの無効化(DisableAnimations)



ユーザー・エクスペリエンスをさらに向上させるため、WindowsレジストリにキーおよびDWORD値を追加してOffice 2013および2016のOfficeアニメーションを無効にすることもできます。これを行うには、次のようにGraphicsキーとDisableAnimationsキーの値を作成します。

	
キー名:


[HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Office\<OfficeVersion>\Common\Graphics]


	
キー値:


"DisableAnimations"=dword:00000001








レジストリ・キーGraphicsを作成して更新するには、新しいDisableAnimations DWORD値を追加します。




	「スタート」、「ファイル名を指定して実行」の順にクリックし、「名前」ボックスにregeditと入力して「OK」をクリックします。
	次のレジストリ・キーを探して選択します。

	
Office 2013:


HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Office\15.0\Common\


	
Office 2016:


HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Office\16.0\Common\







	「編集」メニューから、「新規」、「キー」の順に選択します。
	Graphicsと入力し、[Enter]を押します。
	「編集」メニューから、「新規」、「DWORD 値」の順に選択します。
	DisableAnimationsと入力し、[Enter]を押します。
	「詳細」ペインで、「DisableAnimations」を右クリックして、「修正」をクリックします。
	「値」データ・ボックスで、00000001と入力し、「OK」をクリックします。
	レジストリ・エディタを終了します。
	Excelを再起動します。









Excelを自動モードで起動する場合の問題



問題

Excelへのエクスポートなど、Excelプロセスを自動化するサードパーティのソフトウェアは、Excelでの問題およびOracle Smart View for Officeとの競合の原因となる場合があります。





解決策

Excelを自動モードで起動した場合にSmart Viewを無効にするため、Windowsレジストリにキーとキー値を追加して"DisableInAutomation"を有効にできます。これを行うには、次のようにOptionsキーとDisableInAutomationキーの値を作成します。

	
キー名:


[HKEY_CURRENT_USER\Software\Oracle\SmartView\Options]


	
キー値:


"DisableInAutomation"=dword:00000001


00000001に設定した場合、Excelが自動モードで起動されると、Smart Viewは無効になります。自動化プロセス外で、Excelが手動で起動されると、Smart Viewは正常に起動します。

0に設定した場合、または作成しなかった場合、Excelが自動モードで起動されると、Smart Viewは有効になり、起動します。この場合、問題が発生する可能性があります。自動化プロセス外で、Excelが手動で起動されると、Smart Viewは正常に起動します。








レジストリ・キーとキー値の作成

レジストリ・キーOptionsを作成および更新するには、次のようにします。

	
「スタート」、「ファイル名を指定して実行」の順にクリックし、「名前」ボックスにregeditと入力して「OK」をクリックします。


	
次のレジストリ・サブキーを探して選択します。


HKEY_CURRENT_USER\Software\Oracle\SmartView\


	
「編集」メニューから、「新規」、「キー」の順に選択します。


	
Optionsと入力し、[Enter]を押します。


	
「編集」メニューから、「新規」、「DWORD 値」の順に選択します。


	
DisableInAutomationと入力し、[Enter]を押します。


	
「詳細」ペインで、「DisableInAutomation」を右クリックして、「修正」をクリックします。


	
「値」データ・ボックスで、00000001と入力し、「OK」をクリックします。

値00000001は、DisableInAutomationキーを有効にします。


注意:

ゼロの値を入力すると、このオプションは無効になります。




	
レジストリ・エディタを終了します。


	
Excelを再起動します。













拡張機能オプションのダイアログ・ボックスでの遅延



「オプション」ダイアログ・ボックスの「拡張機能」タブを開くとき、または拡張機能の更新を確認するとき、これらのタスクの完了に時間がかかるような場合は、マシンにインターネットへのアクセス権があることを確認してください。










Smart ViewとExcelにおけるパフォーマンスとメモリー使用量の考慮事項



Oracle Smart View for Officeは、Microsoft Officeのアドインです。Microsoft Excelプロセスにアドインとしてロードされます。Smart ViewからExcelにレポートがインポートされると、Excelプロセスがメモリーを消費するため、パフォーマンスに悪影響を及ぼすことがあります。

たとえば、グリッドやフォームのインスタンス、「元に戻す」バッファ内のオブジェクト、XML解析などにより、Excelプロセスはメモリーを消費します。このため、Excelまたはマシンのメモリー制限は、Smart Viewのメモリー制限にもなります。このことがパフォーマンスに大きく影響する場合があります。

Smart Viewでこれを管理するためのメモリー構成パラメータはありません。

Excel 32ビットと64ビットのメモリー制限は異なります。

	
Excel 32ビットの場合、最大メモリー制限(またはRAM)は、2 GBです。

Oracleのテストでは、Excel 32ビットのメモリー使用量が700 MBを超えると、Excelが異常な動作をする場合や、予期せず終了する場合があることが示されています。


	
64ビット・バージョンのExcelは、32ビットのOfficeアプリケーションと異なり、2 GBのRAMに制限されません。

サイズの大きいレポートには、64ビットのExcelを使用することをお薦めします。または、レポート内の行や列、POVの数を減らすことで、Smart Viewに送信されるデータを減らすことを検討してください。




メモリー使用量を制限し、パフォーマンスを改善するために、次に示すアクションの一部または全部を実行することを検討してください。

次のアクションは、メモリー使用量を制限するために役立ちます。

	
Smart Viewの「オプション」ダイアログ・ボックスの「詳細」タブで、次のオプションが有効になっていることを確認します。

	
Excelファイル・サイズの縮小


	
メタデータの改善オプション





	
「オプション」ダイアログ・ボックスの「詳細」タブで、「元に戻す処理の数」を'0' (ゼロ)に設定するか(可能な場合)、1または2などの少ない数に設定します。


	
Excelの計算方法を「自動」から「手動」に変更します。Excelの「数式」リボンに移動し、「計算方法の設定」を選択してから「手動」を選択します。


	
「オプション」ダイアログ・ボックスの「フォーマット」タブで「Excelフォーマットの使用」オプションを選択している場合、「操作時にフォーマットを移動」オプションの選択を解除します。


	
「フォーマット」タブで、「列幅の調整」オプションの選択を解除します。


	
「オプション」ダイアログ・ボックスの「拡張機能」タブで、不要な拡張機能を無効にします。


	
Excelで、パフォーマンスと安定性を高めるために、使用していないアドインを無効にするか、アンインストールします。たとえば、Oracle Essbase Spreadsheet Add-inを無効にするか、アンインストールします。無効化またはアンインストールの対象となる可能性があるその他のアドインには、Adobe PDF、WebEx、Send to Bluetoothなどがあります。


	
ワークブックのサイズを縮小します。


	
Excelにインポートされるデータを制限します。

	
プロンプト、フィルタ、POVなどの方法を使用して、Smart Viewに戻されるデータを減らします。


	
Smart Viewの「オプション」ダイアログ・ボックスの「データ・オプション」タブで、「行の抑制」および「列の抑制」オプションを有効にします。







次のアクションは、パフォーマンスの改善およびメモリー使用量の制限のために役立ちます。

	
「オプション」ダイアログ・ボックスの「詳細」タブで、「元に戻す処理の数」を'0' (ゼロ)に設定します(可能な場合)。


	
「オプション」ダイアログ・ボックスの「メンバー・オプション」タブで、次のオプションが選択されていないことを確認します。

	
アドホック操作の式とコメントを保存


	
式の充てん




アドホック操作で式とコメントを保存する必要がない場合にかぎり、これらのオプションの選択を解除してください。




また、次の場所にあるMicrosoft社のドキュメント、Excel 2010 Performance: Performance and Limit Improvementsも参照してください。

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ff700514(v=office.14).aspx










Smart ViewのHTTPセッション・タイムアウト



実行に時間がかかる大きい問合せを処理する場合やインターネット接続の遅延が発生している場合などは、HTTPセッション・タイムアウトが発生する可能性があります。

HTTPセッション・タイムアウトを回避するために、次のように、WindowsレジストリのDWORDSをInternet Settingsキーに追加できます。

	
キー名:


HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Internet Settings


	
キー値:

	
DWORD: ReceiveTimeout

値のデータ: ミリ秒単位の値


	
DWORD: KeepAliveTimeout

値のデータ: ミリ秒単位の値


	
DWORD: ServerInfoTimeout

値のデータ: ミリ秒単位の値




たとえば、900000ミリ秒は15分に相当します。要件に応じて、タイミングを調整します。




ガイドラインとして、900000ミリ秒は15分に相当します。





タイムアウトのキー値をInternet Settingsレジストリ・キーに追加するには、次のようにします。




	すべてのOfficeアプリケーション(Outlookを含む)を閉じていることを確認します。
	Windowsレジストリ・エディタを起動します。
	次のレジストリ・サブキーを探して選択します。


HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Internet Settings




	DWORDキーの値として、ReceiveTimeout、KeepAliveTimeoutおよびServerInfoTimeoutの3つを追加します。
	「編集」メニューから、「新規」、「DWORD 値」の順に選択します。
	DWORD名を入力し、[Enter]を押します。
	「詳細」ペインで、手順4.bで追加したDWORDを右クリックして、「修正」を選択します。
	「値のデータ」テキスト・ボックスで、タイムアウト値をミリ秒単位で入力し、「10 進数」を選択してから、「OK」をクリックします。
	必要な3つのDWORDキー値ごとに、手順4.aから手順4.dを繰り返します。



	レジストリ・エディタを終了します。
	Excelを再起動します。









Wordでの重複問合せによるリフレッシュの遅延



多数の問合せが含まれ、かつOracle Smart View for Officeリリース11.1.2.5.520より前に作成された一部のWordドキュメントでは、ドキュメント内のデータをリフレッシュする際にパフォーマンスの問題が生じる可能性があります。場合によっては、既存の問合せを再利用するかわりに(該当する場合)、Wordドキュメント内の各Smart Viewデータ・ポイントが別の問合せとして処理されます。結果として、リフレッシュ操作に非常に時間がかかる可能性があります。

ドキュメントに多くの重複問合せ(つまり、同じ名前の問合せ)が含まれている場合、Wordの「ドキュメント・コンテンツ」ペインに重複問合せが表示されます。たとえば、「ドキュメント・コンテンツ」は次のようになります。



[image: 重複問合せの長いリストを示す「ドキュメント・コンテンツ」ペイン]

重複問合せは、SmartView14446361770とSmartView14446541490です。

次のVisual Basicマクロを実行して、重複問合せを削除できます。


Sub DeleteExtraQueries() 
 ' 
 ' DeleteExtraQueries Macro 
 ' 
 Dim queriesName As Variant 
 Dim uniqueQueriesName As New Collection 
 Dim varName, newList As String 
 Set vars = ActiveDocument.Variables 
 
  For i = 1 To vars.Count 
     varName = vars.Item(i).Name 
     If Not StrComp(vars.Item(i).Name, "SV_QUERY_LIST", vbTextCompare) Then 
         List = vars.Item(i).Value 
         queriesName = Split(List, "<|>") 
         
         On Error Resume Next 
         For Each queryName In queriesName 
             uniqueQueriesName.Add queryName, queryName 
         Next 
         newList = "" 
         For Each queryName In uniqueQueriesName 
             newList = newList & queryName & "<|>" 
         Next 
         newList = Left(newList, Len(newList) - 3) 
         vars.Item(i).Value = newList 
     End If 
     
 Next 
 
End Sub


マクロの実行後、2つの問合せ(SmartView14446361770とSmartView14446541490)は、「ドキュメント・コンテンツ」に一度だけ表示されます。



[image: それぞれの問合せが一度ずつ表示された「ドキュメント・コンテンツ」ペイン]









ExcelのDynamic Data Exchangeオプションでの問題



Excelのオプション「Dynamic Data Exchange (DDE) を使用する他のアプリケーションを無視する」が選択されると、様々な問題が発生する可能性があります。たとえば、Excelを起動する場合や、Excel外部からExcelファイルを起動する場合、ブラウザで「クエリー準備モードでエクスポート」オプションを使用してOracle Hyperion Financial Reportingから残高をエクスポートする場合に問題が発生します。

回避策: Microsoft Officeボタン(Excelの左上の隅)をクリックし、「Excel のオプション」をクリックします。「詳細設定」カテゴリで、「全般」オプションまでスクロール・ダウンし、「Dynamic Data Exchange (DDE) を使用する他のアプリケーションを無視する」チェック・ボックスの選択を解除します。Excelを再起動します。










Lotus 1-2-3形式のキー操作の非サポート



Oracle Smart View for Officeは、Excelの「Lotus 1-2-3 形式のキー操作」オプションをサポートしていません。

Microsoft社の制限により、「Lotus 1-2-3 形式のキー操作」が有効な場合、Smart ViewとExcelの両方の機能に対してSmart Viewが依存するMicrosoft APIの多くが機能しません。次に例を示します。

	
Excelで、コピー/貼付け、マクロ、オートメーションAPIコールが正しく機能しません。


	
プランニング管理拡張機能で、Smart Viewディメンション・エディタのメンバー式フォーマットが正しく表示されません。Oracle Hyperion Planningに送信される際、式に正しくない構文が含まれます。




可能なかぎり最大のパフォーマンスを得るため、Smart Viewでは次のことが必要になります。

	
Excelオプションの「Lotus 1-2-3形式のキー操作」をクリアする必要があります。


	
Smart Viewオプションの「向上したメタデータ・ストレージ」を有効にする必要があります(このオプションはデフォルトで有効です)。













アンインストール後のExcelによるHsTbar.xmlファイルの参照



Oracle Smart View for OfficeをアンインストールしてからExcelを起動すると、ExcelがSmart ViewのHsTbar.xlaファイルを参照しようとする場合があります。

これを修正するには、Windowsレジストリを編集する必要があります。

Windowsレジストリを編集して、Smart Viewのアンインストール後にExcelがHsTbar.xmlファイルを参照しないようにするには、次のようにします。




	Windowsのレジストリ・エディタを開きます(コマンド・ウィンドウでregeditと入力します)。
	次のキーを探します。
HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Office\<OfficeVersion>\Excel\Options


	「データ」列の値にHsTbar.xlaが含まれているOPENまたはOPEN<n>のエントリを削除します。

次に例を示します。

C:\Oracle\SmartView\bin\HsTbar.xla

OPENのエントリが複数ある場合は、次の手順を実行します。



	「データ」列の値にHsTbar.xlaが含まれているOPENのエントリをすべて削除します。
	残りのOPEN<n>のエントリの名前をすべて変更し、連続した値は維持します。

たとえば、OPENのエントリが6つあり、そのうち2つ(OPENとOPEN4)のData列にHsTbar.xlaが含まれているとします。


Name     Value in Data Column
OPEN     Contains HsTbar.xla
OPEN1    Does not contain HsTbar.xla
OPEN2    Does not contain HsTbar.xla
OPEN3    Does not contain HsTbar.xla
OPEN4    Contains HsTbar.xla
OPEN5    Does not contain HsTbar.xla


OPENとOPEN4のエントリを削除してから、残りのエントリの名前を次のように変更し、その順序を維持します。

	
OPEN1の名前をOPENに変更


	
OPEN2の名前をOPEN1に変更


	
OPEN3の名前をOPEN2に変更


	
OPEN5の名前をOPEN3に変更




残りのエントリは次のようになります。


Name     Value in Data Column
OPEN     Does not contain HsTbar.xla
OPEN1    Does not contain HsTbar.xla
OPEN2    Does not contain HsTbar.xla
OPEN3    Does not contain HsTbar.xla
















A 制約事項


この付録では、Oracle Smart View for Officeで作業する際に直面する可能性がある制約について説明します。








全般



	
PowerPointでは、Microsoftスマート・タグを介してOracle Smart View for Office関数にアクセスできない場合があります。

回避策: 「smartview」(Smart Viewのスマート・タグ)と再入力して、PowerPointがスマート・タグを再ロードするようにします。


	
保存済のフリー・フォーム・ワークブックを開いて、リフレッシュする前に「オプション」ダイアログ・ボックスで「メンバー名のみ」または「メンバー名および説明」の設定を変更すると、メンバーの表示オプションが機能しません。

回避策: 「メンバー名のみ」または「メンバー名および説明」に入力する前に、グリッドをリフレッシュします。


	
Microsoft Wordの制約により、システム定義オプションである区切り記号の値が正規表現のアンカー文字(^および$を含みますが、これに限定されません)のいずれかに設定されている場合、Wordが式タイプのフィールドを挿入できず、コピーと貼付けが失敗することがあります。

回避策: 「コントロール パネル」、「地域と言語のオプション」、「地域オプション」、「標準と形式」、「カスタマイズ」、「数値」の順に移動して、区切り記号のオプションを変更します。


	
Smart Viewパネルでシミュレーション・ワークブックを介して取得されたGet関数があるExcelワークブックを保存する場合、ファイル拡張子を変更しないでください。


	
シート名が31文字を超える場合、シート名が切り捨てられる可能性があります。これはExcelの制約です。


	
OutlookとともにSmart Viewを使用するには、Visual Basic Scripting Supportをインストールし、Outlookで「マイ コンピューターから実行」を選択しておく必要があります。詳細は、Outlook製品のドキュメントを参照してください。


	
Microsoft Wordで、レポート・デザイナで作成されたレポートのスライダ・コントロールのサイズが変更される場合があります。


	
Oracle Essbase StudioがソースのキューブからFDMへのドリルスルーを実行する場合、関係するすべての製品(Workspace、Provider Services、Essbase、Essbase Studio、FDM)のセッションが終了する前にEPM Systemのシングル・サインオン(SSO)トークンの期限が切れると、次のメッセージが表示されます: エラー: シングル・サインオンを使用するシステムへのログオン中にエラーが発生しました。管理者に問い合せてください。エラー: 2067 -- アプリケーションへのアクセス権がありません!

回避策: Smart ViewからOracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceに再度ログインします。


	
レポート・オブジェクトを含むワークシートをレポート・デザイナから削除すると、Excelが異常終了することがあります。これはMicrosoftの問題です。


	
スマート・スライス・レポートのスライダは、レポートを閉じて再度開いた後に正しく表示されません。このようになるのは、Office 2007のActiveXコントロールおよびOLEオブジェクトのMicrosoftセキュリティ設定のためです。この問題の解決策の詳細は、Microsoftサポート・サイトを参照してください。


	
Microsoft COMまたはオートメーションのアドインを使用してExcelを開くと、Smart Viewリボンまたはメニューは表示されず、Smart Viewを自動化できません。これは、Smart Viewがオートメーションからロードできないことが原因です。

回避策: Officeインストール・フォルダ(通常はC:\Program Files\Microsoft Office\Office12)にあるEXCEL.EXEからExcelを開きます。この回避策が有効なのは、オートメーションを今後必要としない場合のみです。詳細と完全な回避策については、My Oracle Supportで入手可能なナレッジ・ベース・ドキュメント1453237.1、SmartView機能の変更: 別のプログラムからSmartViewを自動化できないを参照してください。


	
スマート・クエリーで、値に基づくフィルタ定義で等号(=)を使用すると、結果が戻されないことがあります。これは、Smart ViewでExcelの数値として表示される小数点桁数が、接続用にOracle Essbaseで設定されている桁数と異なる場合に発生します。

回避策: ExcelとEssbaseの両方で、数値として表示される小数点桁数について同じ設定を使用します。


	
サイズの大きいワークブックでの作業や大きいデータ・セットを生じさせる操作の実行では、リソース不足エラーが発生する可能性があります。

回避策:

	
ワークブックをさらに小さいワークブックに分割してください。


	
Office 64ビットへのアップグレードで問題が解決する場合があります。





	
スマート・スライスをレポートに挿入してシートをリフレッシュすると、レポート表がリフレッシュされず、表のデータが表示されません。

回避策: データが表示されない場合、最初の空のセルをいくつかクリックすると、データが表示されるようになります。


	
ズーム・インを実行した後にズーム・アウトを行うと、ワークシートに空白行が表示されることがあります。

回避策: これはSmart View固有の問題ではなく、余分なフォーマット設定がExcelで削除されないことに関連している可能性があります。次のMicrosoftの回避策に従うことをお薦めします:

	
Excelで最後のセルをリセットする方法


	
Microsoft Excel Excess Formatting Cleaner Add-inのダウンロードと使用





	
Smart Viewがインストールされているコンピュータで、ExcelからPowerPointにコピーされたリンクをPowerPointで更新するとエラーが発生します。













Essbase



	
クエリー・デザイナで、名前にドット(.)が含まれるメンバーに対して子孫または最上位/最下位クエリーを実行すると、Oracle Smart View for Officeによって構文エラーが生成されます。


	
Essbaseから実行する計算スクリプトをSmart Viewから実行できないことがあります。これは、Smart Viewでの計算アクセス権が制限されているユーザーの場合に起きる可能性があります。計算スクリプトは、接続されているデータベースに対して実行されます。


	
「元に戻す」を実行する場合、以前選択したPOVのみが保存され、最近選択したメンバーは削除されます。

解決策: 「元に戻す」を使用せずに、「POVにピボット」を使用します。これにより、その次元のメンバーがすべてPOVに置換されます。


	
スマート・スライスでSmart Viewの操作を実行してリフレッシュを行う場合、右上隅のXボタンをクリックしてExcelを閉じようとすると、アサーションに失敗したことを示すエラー・メッセージが表示される可能性があります。このメッセージが表示されても問題はなく、「OK」をクリックして閉じて差し支えありません。


	
次元に約100,000を超えるメンバーが含まれている場合、「メンバー選択」ダイアログ・ボックスで「検索」を使用すると、Excelでパフォーマンスが著しく低下することや、フリーズすることがあります。


	
マージされたセルを使用すると、次の問題が発生することがあります。

	
マージされたセルが行次元に存在する場合、最も深い行次元の一番上のセルにズーム・インすると、適切なマージが維持されません。


	
マージされたセルに行次元で「式/フォーマットの充てん」オプションを使用する場合、最も深い行次元にズーム・インすると、「式/フォーマットの充てん」によってセルが適切に充てんされません。




POVに複数の次元を含める必要があります。POVに次元が1つのみ存在する場合、リフレッシュするとグリッドにピボットされます。


	
関数ビルダーは、同じ名前を持つ代替変数どうしを区別できません。


	
グリッドの外側のセルに入力された数値がリフレッシュ時に失われることがあります。


	
空白セルの列の左側にメンバーを追加すると、リフレッシュ後に新規メンバーが失われることがあります。これは、空白セルが有効な交差部ではないために発生します。


	
以前のバージョンのOracle Essbaseに接続する場合、スマート・クエリー・ワークシートからアド・ホック分析に切り替えると、スマート・クエリーを使用して作成したカスタム・メンバーが適用されないことがあります。


	
メンバー名にハッシュ記号(#)が含まれるとエラーが発生する可能性があります。

回避策: メンバー名にハッシュ記号を使用しないでください。


	
Smart Viewでは、デュアル・モニター操作がサポートされません。たとえば、複数のモニターに接続している場合、Microsoft WordとPowerPointで、スマート・スライスのPOVコントロールが適切に表示されないことがあります。













Planning



	
1つ以上の関数グリッドおよびコントロール(スライダまたはPOV)を含む新しいスマート・スライスから作成したレポートをExcelワークブック全体にカスケードしている場合、カスケードされたレポートを保存しないよう選択すると、Excelが異常終了することがあります。


	
#Missingを許可するように変数が設定されている場合でも、Oracle Smart View for OfficeではCalc Managerルールに#Missingを使用できません。


	
Excelワークブックで前に保存したデータ・フォームで、メンバーを拡張すると、データが誤ってゼロまたは「アクセス権なし」として表示されます。

回避策: 正しいデータを表示するには、ワークシートをリフレッシュするか、データを送信します。


	
OutlookがOracle Beehive用として構成されている場合、Smart Viewを介してOutlookにインポートされたタスクが原因でエラーが発生する可能性があります。

回避策: Outlookの「送受信」設定で、仕事リストのフォルダに対して「許可しない」を選択します。詳細は、Outlookのドキュメントを参照してください。


	
欠落の抑制オプションがtrueに設定されている場合、オフライン・データ・フォームで読取り専用動的計算セルが誤って書込み可能として表示されることがあります。


	
Smart Viewで別の言語に変更しても、オフライン・ウィザードの表示は英語のままです。


	
Smart Viewパネルから「新規サーバーの追加」を介して追加されたOracle Hyperion Planningサーバーは、Outlook内のSmart Viewパネルに表示されません。


	
Planningデータ・フォームで「行の抑制」が使用可能である場合、ビジネス・ルールを使用してオフライン・モードで作成されたデータの新規行をサーバーに対して同期しても保存されません。


	
「オフライン・モードで行ったデータ変更を保存する」が選択されていない場合、オフライン・モードで行った変更はリフレッシュ時にPlanning Webによって置き換えられる必要があります。ただし、データ・フォームで「値のない行の非表示」が選択されている場合、リフレッシュ時にこれらの変更が保持されます。


	
Outlook 2007のタスクのショートカット・メニューでは、タスクの割当ておよび完了としてマークのアイテムが断続的に機能するだけの場合があります。


	
大きいタスク・リストからタスクを開いた後、OutlookでSmart Viewパネルを閉じるのに時間がかかる場合があります。理由は、タスク・リストは閉じるときに常にリフレッシュされ、リフレッシュに必要な時間は、タスク・リストのタスクの数にある程度依存しているためです。


	
リリース11.1.2.1以降、Smart Viewは、Provider Servicesを介してPlanningに接続できません。Planningに直接接続することはできます。













Financial Management



	
現在の交差部のデータが#Invalidの場合、リフレッシュ時にチャートのデータが正しく更新されません。

回避策: 別のデータが表示される有効なデータ・ポイントにスライダまたはPOVを変更してから、「リフレッシュ」を実行します。チャートが正しく更新されます。


	
レポートが含まれるドキュメントを閉じてから再度開くと、レポートに挿入されたPOVコントロールが無効になることがあります。このようになるのは、ActiveXコントロールが無効である場合です。

回避策: Microsoft OfficeでActiveXコントロールを有効にします。


	
Oracle Hyperion Financial Managementの11.1.2バージョンに接続している場合、Smart Viewの最新のバージョンのリフレッシュを実行すると、接続タイムアウトが発生します。この問題は、Financial Management 11.1.2.2以降で対処されています。


	
列の抑制オプションの問題により、Financial Managementのグリッドが「グリッドの形式が誤っています。」エラーとともに開きます。


	
「列の抑制」のオプション「データなし / 欠落」および「ゼロ」を選択してFinancial Managementデータ・ソースに接続している場合、アドホック分析を実行すると、「リフレッシュ」をクリックした後に、対応する列が抑制されず、シートに表示されたままになります。













Reporting and Analysis



	
フィルタを編集した後、POVツールバーのフィルタは更新されませんが、データは正常に変更されています。


	
Oracle Hyperion Financial Reportingレポートをクエリー準備モードでExcelにエクスポートする際に、開いているExcelドキュメントがあると、その開いているExcelドキュメントは警告なしで上書きされます。

回避策: エクスポート前にすべてのExcelドキュメントを保存して閉じます。


	
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management WorkspaceからPowerPoint 2010にインポートされたOracle Hyperion Web Analysisレポートが正しく開きません。

回避策: レポート・ファイルをHTMLファイルとして保存します。次にPowerPointで直接開きます。EPM Workspaceからインポートしないでください。この問題は、2010以外のバージョンのPowerPointには適用されません。


	
Internet ExplorerからOracle Hyperion Interactive ReportingレポートをOracle Smart View for Office 11.1.2.1.xにエクスポートすると、Smart ViewリボンがExcelに表示されません。

回避策: Internet Explorerからエクスポートする前にExcelを開きます。


	
Oracle Hyperion Reporting and Analysisリリース11.1.1.4以前では、自動配置は機能しません。













FDM



Oracle Hyperion Financial Data Quality Managementは、別名表でのOracle Essbaseのドリルスルーをサポートしていません。










Enterprise Performance Reporting



	
メンバー名にハッシュ記号(#)が含まれるとエラーが発生する可能性があります。

回避策: メンバー名にハッシュ記号を使用しないでください。


	
Oracle Enterprise Performance Reporting Cloudは、次のOracle Smart View for Office機能をサポートしていません。

	
式の保存および式の充てん


	
セルのスタイル


	
スマート・クエリー


	
データの送信


	
カスケード


	
メンバー名および別名の表示


	
メンバー情報


	
スマート・スライス
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ドキュメントのアクセシビリティ

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。
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